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【
要
約
】
　
ケ
ル
ト
人
は
、
紀
元
前
四
世
紀
の
初
め
に
は
ロ
ー
マ
、
紀
元
前
三
世
紀
の
初
め
に
は
デ
ル
フ
ォ
イ
を
略
奪
し
、
西
は
イ
ベ
リ
ア
か
ら
東
は
ア
ナ

ト
リ
ア
に
ま
で
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
ケ
ル
ト
の
宗
教
は
ギ
リ
シ
ア
や
エ
ト
ル
リ
ア
な
ど
、
地
中
海
世
界
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
、
独
自
の
観
念
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
彼
ら
の
宗
教
に
お
い
て
、
特
に
重
要
な
要
素
は
神
々
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
カ
エ
サ
ル
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
メ

ル
ク
リ
ウ
ス
」
や
「
マ
ル
ス
」
な
ど
の
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た
神
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
ケ
ル
ト
社
会
は
社
会
と
宗
教
が
密
接
に
結
び
つ
い
て

お
り
、
そ
の
考
察
に
は
宗
教
の
解
明
が
必
須
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
征
服
以
前
か
ら
、
三
世
紀
頃
ま
で
、
宗
教
に
焦
点
を
当
て
て
、
ガ
リ
ア
に
お

け
る
ケ
ル
ト
社
会
を
考
察
し
た
。
ケ
ル
ト
の
神
々
は
、
そ
の
名
称
が
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
、
ケ
ル
ト
語
に
由
来
す
る
も
の
と
に
分
け

ら
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
考
察
の
結
果
、
ケ
ル
ト
に
は
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
に
一
対
～
で
対
応
す
る
神
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
土
着
の
信
仰

が
ロ
ー
マ
の
影
響
に
よ
り
、
「
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
」
や
「
マ
ル
ス
」
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
風
の
名
の
も
と
に
収
轍
さ
れ
て
崇
拝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
ケ
ル
ト
語
の
名
称
を
持
つ
神
々
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
例
と
し
て
エ
ポ
ナ
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え
た
結
果
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

神
々
は
、
ケ
ル
ト
人
の
動
物
崇
拝
が
、
地
中
海
世
界
と
の
接
触
に
よ
り
、
人
の
姿
を
し
た
神
と
し
て
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

こ
う
し
て
、
ガ
リ
ア
は
、
表
面
上
「
ロ
ー
マ
化
」
し
た
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
信
仰
が
、
個
々
人
の
手
で
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ケ
ル
ト
の
伝

統
が
存
続
し
続
け
、
ロ
ー
マ
の
要
素
と
融
合
し
、
「
ガ
ロ
・
ロ
ー
マ
」
と
呼
ば
れ
る
文
化
を
生
み
出
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
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ケ
ル
ト
人
は
、
一
般
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
器
文
化
の
担
い
手
と
さ
れ
、
紀
元
前
三
世
紀
初
め
に
は
、
イ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
ナ
ト
リ
ア
に
至
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
い
地
域
に
居
住
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
紀
元
前
二
世
紀
以
降
、
順
次
ロ
ー
マ
人
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
、
次
第
に
ロ
ー

マ
化
さ
れ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
、
所
謂
「
島
の
ケ
ル
ト
」
を
除
い
て
は
独
自
性
を
失
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
考

古
学
者
を
中
心
に
、
鉄
器
時
代
の
ケ
ル
ト
人
や
「
島
の
ケ
ル
ト
」
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の
説
に
疑
念
が
提
出
さ
れ
、
議
論
を
巻
き
起

こ
し
て
い
る
。
そ
の
議
論
は
、
「
島
の
ケ
ル
ト
」
と
い
う
の
は
近
代
の
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
、
或
い
は
、
新
石
器
時
代
の
巨
石
建
造
物
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
遺
物
が
な
く
、
退
屈
な
鉄
器
時
代
研
究
を
面
白
く
す
る
た
め
に
捏
造
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
ケ
ル
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
い
う
一
体
性
を
持
っ
た
文
化
集
団
の
存
在
そ
の
も
の
を
完
全
に
否
定
す
る
研
究
者
も
い
る
。

　
実
際
、
ケ
ル
ト
入
を
学
問
的
に
正
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
歴
史
学
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
凶
e
。
ざ
皇
、
門
二
藍
撃
、

ラ
テ
ン
語
で
0
Φ
冨
Φ
、
○
両
目
、
○
賞
品
器
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
が
、
言
語
学
の
立
場
で
は
、
ケ
ル
ト
系
の
言
語
を
話

す
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
考
古
学
で
は
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
や
ラ
・
テ
ー
ヌ
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三

者
が
厳
密
な
意
味
で
一
致
す
る
訳
で
は
な
く
、
依
拠
す
る
史
料
に
よ
っ
て
、
ケ
ル
ト
人
の
像
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
全
面
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
言
語
学
の
ほ
う
か
ら
は
反
論
も
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

考
古
学
者
は
言
語
資
料
を
無
視
し
て
議
論
し
て
お
り
、
ま
た
、
も
し
人
の
移
動
が
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
所
謂
「
寒
星
ケ
ル
ト
語
」

が
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
広
ま
り
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
か
説
明
出
来
な
い
、
と
言
語
学
者
は
主
張
し
て
い
る
。
確
か
に
、
ケ
ル
ト
人
を
、

ケ
ル
ト
語
を
用
い
、
鉄
器
文
化
の
担
い
手
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
困
。
。
ざ
○
〔
な
ど
、
ラ
テ
ン
語
で
○
鋤
田
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
々
と
す

る
、
「
汎
ケ
ル
ト
的
」
枠
組
み
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
近
年
の
議
論
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
の
、
従
来
「
汎
ケ
ル
ト
的
」
枠
組
み

の
影
響
力
が
あ
ま
り
に
も
強
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
反
動
か
ら
、
近
年
の
議
論
は
必
要
以
上
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
印
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象
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
で
は
、
「
ケ
ル
ト
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
よ
い
の
か
。
ケ
ル
ト
否
定
論
者
の
一
人
、
コ
リ
ス
は
、
古
典
文
献
を
検
討
し
、
確
か
に
「
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
ト
」
は
存
在
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
で
「
ケ
ル
ト
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ
る
。
実
際
、

ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
が
接
触
し
た
、
外
部
か
ら
見
て
何
ら
か
の
一
体
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
否
定

す
る
必
要
は
な
い
が
、
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ
ー
マ
人
の
判
断
基
準
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
「
ケ
ル
ト
」
を
正
確
に
定
義
で
き
な

　
　
　
　
⑥

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
「
ケ
ル
ト
」
を
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
囚
。
・
ざ
象
な
ど
、
ラ
テ
ン
語

で
○
動
田
な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ガ
リ
ア
を
中
心
に
イ
ベ
リ
ア
の
一
部
や
北
イ
タ
リ
ア
、
申
欧
の
一
部
に
居
住
し
て

い
た
集
団
と
し
て
差
し
当
た
り
取
り
扱
い
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
ケ
ル
ト
人
の
居
住
し
て
い
た
ガ
リ
ア
全
土
は
、
カ
エ
サ
ル
の
遠
征
に
よ
り
ロ
ー
マ
の
属
州
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の

ガ
リ
ア
は
、
一
般
に
比
較
的
「
ロ
ー
マ
化
」
の
成
功
し
た
地
域
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
確
か
に
、
一
世
紀
に
は
ガ
リ
ア
出
身
の
元
老
院
議
員
も

存
在
し
、
二
世
紀
に
は
ロ
ー
マ
皇
帝
す
ら
輩
出
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ガ
リ
ア
で
は
し
ば
し
ば
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
。
～
＝
年
に
は
、
ト
レ
ウ
ェ
リ
族
の
ユ
リ
ウ
ス
・
フ
ロ
ル
ス
と
ハ
エ
ド
ゥ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

族
の
ユ
リ
ウ
ス
・
サ
ク
ロ
ウ
ィ
ル
が
、
ロ
ー
マ
人
へ
の
負
債
に
耐
え
か
ね
て
蜂
起
し
た
。
六
八
年
に
は
、
ガ
リ
ア
・
ル
グ
ド
ゥ
ネ
ン
シ
ス
の
総

督
、
ユ
リ
ウ
ス
・
ウ
ィ
ン
デ
ク
ス
が
、
翌
年
に
は
、
バ
タ
ウ
ィ
族
の
ユ
リ
ウ
ス
・
キ
ウ
ィ
リ
ス
、
ト
レ
ウ
ェ
リ
族
の
ユ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
ッ
シ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ス
、
リ
ン
ゴ
ネ
ス
族
の
ユ
リ
ウ
ス
・
サ
ビ
ヌ
ス
ら
が
反
乱
を
起
こ
し
、
こ
の
反
乱
は
七
〇
年
ま
で
続
い
た
。
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝
治
下
に
は
マ
テ

ル
ヌ
ス
ら
脱
走
兵
に
よ
る
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
反
乱
は
、
一
八
七
年
、
マ
テ
ル
ヌ
ス
が
、
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
の
暗
殺
に
失
敗
し
、
処
刑
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
こ
と
に
よ
っ
て
終
息
す
る
が
、
二
六
〇
年
に
は
ポ
ス
ト
ゥ
ム
ス
に
よ
っ
て
ガ
リ
ア
帝
国
が
樹
立
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
ガ
リ
ア
が
「
ロ
ー
マ
化
」
さ
れ
た
と
い
う
通
説
に
対
し
て
疑
念
を
抱
か
せ
、
土
着
の
、
即
ち
ケ
ル
ト
の
社
会
が
な
お
影

響
力
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ガ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ト
社
会
の
変
遷
を
考
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
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ケ
ル
ト
の
実
体
を
關
明
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
紀
元
前
五
世
紀
以
降
、
ガ
リ
ア
は
ケ
ル
ト
人
の
中

心
地
と
な
っ
て
お
り
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
は
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
ガ
リ
ア
と
は
、
西
は
ピ
レ
ネ
ー
、
東
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ラ
イ
ン
、
南
は
ポ
ー
川
流
域
ま
で
の
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ケ
ル
ト
社
会
は
、
一
般
的
に
は
王
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
社
会
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会
と
宗
教
と
の
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

結
び
つ
き
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ミ
ゴ
ー
は
そ
の
著
書
の
中
で
、
ケ
ル
ト
美
術
は
基
本
的
に
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヒ
ル
な
ど
に
よ
る
最
近
の
鉄
器
時
代
研
究
で
も
、
宗
教
と
日
常
生
活
と
の
関
係
は
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
て
、
ケ
ル
ト
社
会

を
考
察
す
る
際
、
宗
教
と
社
会
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ケ
ル
ト
社
会
の
特
質
を
考
察
す
る
に
は
ケ
ル
ト
の
宗
教
の
解
明
が

必
須
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
征
服
以
前
か
ら
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
の
お
お
よ
そ
三
世
紀
頃
ま
で
、

ケ
ル
ト
の
信
仰
に
焦
点
を
当
て
て
ガ
リ
ア
社
会
を
考
察
す
る
。

　
考
察
に
当
た
っ
て
は
、
主
と
し
て
奉
献
碑
文
を
史
料
と
し
て
用
い
る
。
奉
献
碑
文
に
は
＝
疋
の
形
式
が
あ
り
、
最
初
に
、
奉
献
す
る
対
象
と

な
る
神
々
の
名
が
刻
ま
れ
、
そ
の
他
に
は
、
奉
献
者
の
名
、
身
分
、
碑
文
を
奉
納
す
る
目
的
な
ど
が
刻
ま
れ
る
。
無
論
、
全
て
の
碑
文
が
完
全

な
形
で
残
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
ら
全
て
の
項
目
を
備
え
て
い
る
碑
文
は
少
な
い
。
欠
損
が
多
く
、
神
々
の
名
す
ら
判
然
と
し
な

い
碑
文
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
奉
献
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
神
々
の
神
性
の
分
析
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
よ

り
、
奉
納
者
が
そ
の
神
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
知
る
こ
と
が
出
来
、
ケ
ル
ト
人
が
何
を
信
仰
し
て
い
た
の
か
閲
明
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

　
①
田
芦
旨
U
こ
、
．
幻
①
跨
ぎ
犀
ぎ
α
q
匪
Φ
H
δ
p
＞
鵯
．
、
”
ぎ
縣
鄭
慧
ミ
S
ミ
ミ
馨
婦
ミ
沁
免
・
　
　
○
号
、
二
〇
〇
二
、
五
六
～
七
八
頁
。

　
　
鼠
§
ρ
6
。
。
P
題
■
δ
心
ω
．
、
』
弩
①
。
・
甲
ω
。
§
馬
ミ
§
ミ
9
N
壼
ピ
。
巳
8
Ψ
．
　
③
国
く
雪
ω
り
U
■
P
、
6
①
置
。
ξ
”
○
Φ
ぼ
。
》
惹
憎
魯
Φ
ω
ω
9
巳
O
Φ
ぎ
。
ω
ε
蝕
Φ
ω
．
、
甲

　
　
一
り
り
り
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
職
§
ミ
鷺
鳶
、
ミ
駐
ら
》
説
画
ミ
§
好
（
以
下
N
Q
℃
と
略
）
麻
④
＼
仁
n
ρ
一
〇
〇
メ
薯
．

　
②
　
近
年
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
場
に
つ
い
て
は
、
田
中
美
穂
氏
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
。
　
　
　
　
一
幽
N
、
ω
一
日
目
薯
島
出
面
ρ
℃
‘
．
、
O
Φ
一
δ
臼
き
貯
ロ
a
O
①
ぎ
ω
o
巷
塵
§
ω
旨
．
、
”
○
織
§
」

　
　
田
中
美
穂
「
研
究
動
向
『
島
の
ケ
ル
ト
睡
再
考
」
『
史
学
雑
誌
㎏
第
一
一
一
編
一
　
　
　
　
腎
識
§
§
ミ
篭
ミ
G
中
置
帖
ら
論
説
ミ
禽
ω
9
ち
り
。
。
”
庖
．
一
－
ω
伊
、
囚
o
o
ダ
回
日
；
．
、
○
①
劉

66 （538）



　
ε
ω
。
Φ
讐
益
。
。
亘
ω
o
ヨ
㊦
戸
井
⑦
豪
。
ε
鋤
ω
o
霞
。
①
ω
簿
己
冠
Φ
o
δ
α
Q
8
巴
ぎ
鳳
8
ロ
ー

　
瓜
。
器
．
．
“
守
さ
・
肉
ミ
態
§
嵩
9
§
題
b
σ
ミ
ミ
斗
甲
N
悼
O
O
一
も
ワ
一
－
Q
。
．
な
ど
を
参
照
。

④
本
稿
で
い
う
古
典
文
献
と
は
、
古
代
の
著
述
家
が
、
ギ
リ
シ
ア
語
及
び
ラ
テ
ン

　
語
で
残
し
た
文
献
及
び
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
古
注
の
こ
と
で
あ
る
。

⑤
O
。
摂
ρ
｝
．
＼
δ
①
㌶
。
と
績
些
－
．
響
ぎ
爵
ミ
◎
日
（
卜
。
9
ご
し
り
⑩
刈
も
唱
」
霧
幽
O
ピ
、

　
後
O
餌
差
O
こ
卿
ω
8
一
環
3
ψ
（
Φ
α
ω
．
γ
O
恥
駐
辱
§
w
出
ミ
貯
ミ
童
9
ヨ
σ
撹
こ
α
q
①
”

　
N
O
O
卜
。
も
℃
．
卜
。
￥
ω
G
。
5
に
収
録
。

⑥
閃
ぎ
窟
甑
。
置
〉
．
℃
‘
…
O
Φ
三
。
、
H
H
8
》
α
Q
㊦
野
δ
3
チ
Φ
誤
Φ
。
琵
8
鉱

　
b
ご
m
巴
ω
、
．
凶
ぎ
O
冨
く
㊦
ω
・
ゆ
δ
≦
P
勺
・
象
鶴
。
｝
．
（
①
畠
ω
．
）
甲
O
ミ
§
ミ
薄
、
N
馬
昼
§
翫

　
尊
惑
ミ
ミ
曼
U
o
巳
8
鋤
巳
窯
Φ
≦
照
。
量
お
㊤
①
も
や
ト
⊃
ω
c
。
心
♂
．
、
≦
臣
貯
箏
ω
Ψ

　
旨
麟
ρ
曽
b
J
塁
§
蹴
ミ
鳴
沁
暮
§
§
沁
。
ミ
匙
覇
§
蹴
O
ミ
幽
明
開
題
耳
打
、
馬
ら
§
旨
匙
受
O
×
・

　
｛
o
算
8
0
一
も
唱
．
一
－
一
メ

⑦
こ
の
反
乱
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
討
。
ぎ
臨
。
誌
ミ
ミ
駐
闇
。
。
．
鼻
O
－
＆
．
を
参
照
。

⑧
バ
タ
ウ
ィ
族
の
反
乱
に
関
し
て
は
、
円
助
。
ぎ
ω
。
勢
§
戚
§
野
霜
－
ω
メ
黛
心
ρ

　
9
謀
幽
◎
を
参
照
。

⑨
マ
テ
ル
ヌ
ス
の
反
乱
に
関
し
て
は
、
頃
①
δ
乱
逆
。
ω
仁
遥
O
山
回
を
参
照
。

⑩
例
え
ば
、
ガ
リ
ア
・
キ
サ
ル
ピ
ナ
が
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
頃
に
イ
タ
リ
ア
に
組

　
み
込
ま
れ
た
り
、
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
期
に
ガ
リ
ア
・
ベ
ル
ギ
カ
の
｝
部
が
改
組

　
さ
れ
、
属
州
ゲ
ル
マ
ニ
ア
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
ロ
ー
マ
の
属
州
ガ
リ
ア
の
範
囲

　
は
時
代
と
と
も
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
の
ガ
リ
ア
の
範
囲
は
ロ
ー
マ
の

　
行
政
区
分
と
は
異
な
る
。

⑪
無
論
地
域
差
な
ど
も
あ
り
、
一
概
に
は
い
え
な
い
。

⑫
ζ
Φ
σ
Q
9
声
価
■
磐
山
く
．
”
9
ミ
ら
出
3
U
。
巳
。
p
6
。
。
ρ
o
』
回
．
、
二
〇
〇
一
年
に

　
刊
行
さ
れ
た
第
二
版
で
も
同
じ
。

⑬
露
＝
曽
旨
U
‘
§
ミ
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第
一
章
先
行
研
究

　
ロ
ー
マ
の
征
服
に
よ
っ
て
、
ケ
ル
ト
の
宗
教
の
被
っ
た
変
化
、
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
ガ
リ
ア
征
服
と
そ
の
後
の

「
ロ
ー
マ
化
」
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
個
々
の
問
題
に
関
し
て
異
論
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
ガ
リ
ア
で
は
「
ロ
ー
マ
化
」
の
進
展
に
よ
り
、

宗
教
を
含
む
ケ
ル
ト
的
要
素
が
消
滅
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
・
ミ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ガ
リ
ア
で
は
基
本
的
に
は
漸
次

「
ロ
ー
マ
化
」
が
進
展
し
て
い
き
、
ケ
ル
ト
的
な
要
素
は
そ
れ
と
と
も
に
消
滅
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
近
年
で
も
、
マ
ク
マ
レ
ン
は
、
ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
の
時
代
の
「
ロ
ー
マ
化
」
に
関
し
て
、
ガ
リ
ア
の
地
域
ご
と
の
多
様
性
を
指
摘
し
、
一
括
り
に
し
て
述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
な
が
ら
も
、
食
事
、
服
装
な
ど
、
日
常
生
活
の
面
で
は
イ
タ
リ
ア
化
が
進
ん
で
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
、
ロ
ー
マ
支
配
下
に
お
い
て
も
ケ
ル
ト
的
要
素
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
紀
元
二
世
紀
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に
、
ケ
ル
ト
の
伝
統
の
復
興
が
起
こ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ア
ッ
ト
は
、
ガ
リ
ア

の
墓
碑
に
現
れ
る
ケ
ル
ト
名
の
割
合
を
分
析
し
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
一
世
紀
よ
り
二
、
三
世
紀
の
方
が
土
着
の
名
前
の
割
合
が
高
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

逆
に
三
つ
の
名
前
を
持
つ
者
の
割
合
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
支
持
す
る
。
マ
ク
マ
レ
ン
も
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
様
式
を
主
な
論
拠
と
し
て
、
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
主
張
す
る
。
「
ロ
ー
マ
化
」
の
進
展
を
語
る
フ
ァ
ー
ガ
ス
こ
・
、
ラ
ー
す
ら

も
、
ア
ッ
ト
や
マ
ク
マ
レ
ン
の
見
解
を
容
れ
、
ケ
ル
ト
の
神
々
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
よ
る
復
興
に

　
　
　
　
　
　
　
　
④

よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

　
「
ロ
ー
マ
化
」
に
よ
る
ケ
ル
ト
的
要
素
の
消
滅
と
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
よ
る
そ
の
復
興
と
い
う
図
式
は
、
本
稿
が
考
察
の

手
掛
か
り
と
す
る
ラ
テ
ン
語
の
奉
献
碑
文
に
よ
っ
て
も
、
一
見
す
る
と
、
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
現
存
す
る
ケ
ル
ト
の
神
名
が

現
れ
る
奉
献
碑
文
は
、
そ
の
大
部
分
が
ロ
ー
マ
帝
政
期
に
、
二
世
紀
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
四
世
紀
ま
で
の
間
に
作
製
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

⑤る
。
し
か
し
、
ド
リ
ン
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
グ
レ
ッ
グ
・
ウ
ル
フ
は
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
明
確
に
否
定
す
る
。
土
器
の
様
式
以

外
の
点
で
は
特
に
伝
統
の
復
興
と
呼
び
得
る
よ
う
な
現
象
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
碑
文
数
の
増
加
は
、
「
碑
文
習
慣
（
①
讐
σ
q
H
巷
巳
。
訂
鐸
）
」
と
呼

ば
れ
る
ロ
ー
マ
帝
国
の
碑
文
数
の
増
加
と
連
動
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
碑
文
が
集
申
し
て
い
る
こ
と
は
ケ
ル
ト
の
伝
統
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

時
期
に
復
興
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
結
論
と
し
て
は
、
現
在
で
は
、
「
ケ
ル
テ
イ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
殆
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

受
け
容
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
筆
者
も
同
じ
立
場
に
立
つ
。

　
近
年
で
は
、
「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
立
葉
や
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
「
ケ
ル
ト
」
の
議
論
同
様
、
廻
心

と
な
っ
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
で
あ
る
。
中
で
も
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
ガ
リ
ア
の
宗
教
を
中
心
に
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
彼

女
は
、
ガ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
変
容
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ト
の
神
々
と
ロ
ー
マ
の
神
々
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
用
い
、
「
ロ
ー
マ
化
」
の
代
わ
り
に
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
と
い
う
用
語
を
提
唱
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
ク
レ
オ
ー
ル
」
と
い
う
の

は
言
語
学
の
用
語
で
あ
る
。
単
純
化
し
て
い
え
ば
、
彼
女
の
い
う
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
と
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
語
の
よ
う
に
、
異
な
る
二
つ
の
文
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化
、
こ
こ
で
は
ケ
ル
ト
と
ロ
ー
マ
、
が
混
じ
り
合
い
、
新
し
い
文
化
を
創
り
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
両
者
の
力
関
係
は
不
均
衡

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
「
抵
抗
的
受
容
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ロ
ー
マ
の
属
州
の
状
況
は
ま
さ
に
こ
の
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
に
当
て
は
ま
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ガ
リ
ア
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
化
は
進
展
し
て
い
た
の
か
否
か
、
更
に
そ
れ
を
問
題
に
す
る
前
に
、
「
ロ
ー
マ
化
」
と
い
う
概
念

そ
の
も
の
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
こ
の
問
題
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
し
か
し
、
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
否
定
す
る
の
が
現
在
定
説
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
ロ
ー
マ
支
配
下
に
お
け
る
ケ

ル
ト
的
要
素
の
存
在
は
、
征
服
以
前
か
ら
の
存
続
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
マ
の
窯
業
と
な
っ
た
ガ
リ
ア
の
中
で
も
、
ガ
リ

ア
・
ベ
ル
ギ
カ
に
関
し
て
は
、
ワ
イ
ト
マ
ソ
や
デ
ル
ク
ス
な
ど
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
面
で
は
、
征
服
後
に
も
ロ
ー
マ
以
前
の
要
素
が
存
続
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
立
ち
入
っ
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
で
は
十
分
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
の
点
を
、
ケ
ル
ト
の
宗
教
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
本
格
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
実
際
、
ロ
ー
マ
時
代
の
ガ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
ロ
ー
マ
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
た
め
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
直
接
的
に
関
わ
る
専
門
的
研
究
、
特
に
ケ
ル
ト
学
者
に
よ
る
先
行
研
究
は
殆
ど
見
出
せ
な

い
。
こ
れ
は
、
ケ
ル
ト
研
究
者
の
多
く
が
言
語
学
を
専
門
と
し
て
お
り
、
歴
史
学
的
な
研
究
に
は
積
極
的
に
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
先
ず
は
ロ
ー
マ
に
よ
る
ガ
リ
ア
征
服
に
よ
っ
て
ケ
ル
ト
の
宗
教
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
被
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
す

る
た
め
に
、
ロ
ー
マ
征
服
以
前
の
ケ
ル
ト
の
宗
教
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
研
究
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

特
に
、
従
来
閑
却
さ
れ
て
き
た
ケ
ル
ト
史
の
観
点
か
ら
、
研
究
成
果
の
整
理
を
行
い
、
本
稿
の
議
論
の
出
発
点
と
し
た
い
。

①
罫
＝
衆
閃
‘
§
鴨
肉
§
§
多
望
譜
ミ
ミ
寡
さ
巧
い
§
切
め
、
ミ
異
い
。
巳
。
戸

　
回
O
o
。
ド
署
．
冨
①
韮
覇
①
．
、
9
8
ζ
島
Φ
P
幻
‘
肉
§
周
§
蹄
§
§
註
§
§
ミ
馬
駄

　
臥
蓉
欝
童
賭
ゆ
≦
国
p
＜
魯
陣
ビ
。
巳
。
鵠
b
O
O
ρ
署
．
。
。
叩
這
ω
’

②
頃
舞
い
－
い
じ
§
ミ
簿
Q
亀
ミ
ー
肉
§
ミ
糞
℃
覧
ω
狽
⑩
ヨ
も
p
卜
。
ω
ム
ト
。
9

③
9
四
。
客
色
貨
囚
㌔
”
臣
㊦
O
㊦
三
。
寄
墨
望
§
。
Φ
、
．
甲
§
§
貧
福
巳
①
9
薯
．

　
㊤
G
Q
I
一
〇
野
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④
≦
冨
斜
悶
‘
§
ミ
も
喝
．
憲
①
山
蟹
．

⑤
確
実
に
年
代
決
定
し
得
る
も
の
は
全
て
帝
政
期
で
あ
る
。

⑥
U
同
ぎ
騨
’
毒
樽
Φ
き
｝
・
閨
‘
沁
§
縞
き
9
長
い
。
巳
。
p
6
。
。
G
。
も
唱
’
醸
千
金
①
・
を
参
照
。

　
「
碑
文
習
慣
」
に
つ
い
て
は
、
芝
o
o
拝
O
．
＼
．
ζ
o
目
窪
Φ
黛
蒔
石
藩
士
σ
Q
琶
q
［
訂

　
国
巷
き
。
。
一
8
0
｛
菊
。
ヨ
導
ω
0
9
①
受
ぎ
［
冨
国
巡
ぞ
閃
導
営
話
．
、
》
器
品
Q
◎
ρ
6
り
9

　
唱
℃
』
卜
。
山
⑩
．
を
参
照
。
本
稿
で
は
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
、
略
号
は
ト
霞
§
簿

　
慧
§
蔓
餐
馬
に
拠
っ
て
い
る
。

⑦
≦
㊦
房
㌔
．
ω
4
§
偽
b
d
ミ
貯
忌
・
霞
目
§
画
図
ぎ
8
8
戸
6
り
P
箸
．
一
Φ
①
∴
㊤
。
。
．

⑧
ミ
⑦
げ
ω
§
し
‘
．
、
Ω
8
証
ぎ
α
q
9
㊦
菊
。
塁
⇒
軍
。
＜
写
8
帆
．
▼
加
き
回
0
9
8
0
ド

　
題
・
卜
。
O
⑩
－
卜
。
謡
．
彼
女
は
ケ
ル
ト
の
女
神
エ
ポ
ナ
を
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
扁
の
典
型

　
的
な
例
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ポ
ナ
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
主
張
す
る
よ

　
う
な
「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
さ
れ
た
神
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
即
ち
第
四
章

　
で
見
る
よ
う
に
、
ガ
リ
ア
語
が
独
自
の
文
字
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
や
ラ
テ

　
ン
文
字
な
ど
既
存
の
文
字
体
系
を
以
て
記
述
さ
れ
た
よ
う
に
、
ケ
ル
ト
の
神
性
が

　
地
中
海
の
図
像
様
式
を
以
て
表
現
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

⑨
ヨ
α
q
げ
ぎ
開
国
こ
O
ミ
§
b
σ
馬
喧
轟
い
。
巳
。
P
6
。
。
ρ
署
．
5
c
。
山
O
ρ
及
び
剛
臼

　
．
．
℃
鋤
α
q
き
O
巳
寵
ぎ
笹
Φ
℃
δ
〈
ぎ
8
0
｛
じ
σ
①
面
一
8
．
、
”
醇
夷
超
頃
一
〇
。
∴
甲
一
り
。
。
ρ

　
冨
．
躍
G
。
ふ
G
。
O
．
、
U
①
陣
ρ
↓
↓
9
》
憲
起
§
§
駄
沁
粋
§
、
等
§
馬
ミ
勲
》
導
ω
8
「
－

　
留
P
阿
り
⑩
Q
。
も
O
．
刈
ω
山
ω
P
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第
二
章
　
ケ
ル
ト
世
界
の
展
開
と
ケ
ル
ト
の
信
仰

　
従
来
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル
ト
文
化
の
最
初
の
痕
跡
は
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
（
第
一
鉄
器
文
化
）
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
ケ
ル
ト
人
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
エ
ト
ル
リ
ア
人
で
あ
る
。
同
時
期
、
北
イ
タ
リ
ア
で
は
ゴ
ラ
セ
ッ
カ
文
化
や
エ
ス
テ
文
化
な
ど
の
鉄
器
文
化
が
繁
栄

　
　
　
①

し
て
い
た
。
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
は
こ
れ
ら
の
鉄
器
文
化
を
媒
介
と
し
て
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
文
化
を
吸
収
し
、
そ
の
エ
ト
ル
リ
ア
文
化
を
媒

介
と
し
て
、
ま
た
、
マ
ッ
サ
リ
ア
（
現
マ
ル
セ
イ
ユ
）
と
の
交
流
に
よ
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
を
吸
収
し
て
、
独
自
の
文
化
を
発
展
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
成
立
し
た
の
が
ラ
・
テ
ー
ヌ
文
化
（
第
二
鉄
器
文
化
）
で
あ
る
。

　
ラ
・
テ
！
ヌ
文
化
は
、
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
前
後
の
ロ
ー
マ
に
よ
る
征
服
ま
で
栄
え
た
。
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
期
の
ケ
ル
ト
人
の
中

心
地
は
、
ド
ナ
ウ
の
上
流
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
南
ド
イ
ツ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
辺
り
で
あ
っ
た
。
ラ
・
テ
ー
ヌ
期
に
な
る
と
、
中
心
は
西
の

マ
ル
ヌ
川
流
域
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
へ
と
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
ケ
ル
ト
世
界
の
拡
大
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
ケ
ル
ト
人
は

紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
四
方
へ
進
出
し
、
紀
元
前
四
世
紀
の
初
め
に
は
ロ
ー
マ
、
紀
元
前
論
世
紀
の
初
め
に
は
デ
ル
フ
ォ
イ
を
略
奪
し
、
西
は
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イ
ベ
リ
ア
か
ら
東
は
ア
ナ
ト
リ
ア
に
ま
で
達
し
た
。

　
エ
ト
ル
リ
ア
と
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
交
流
は
古
く
、
青
銅
器
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
エ
ト
ル
リ
ア
は
、
紀
元
前
九
世
紀
頃
、
独
自
の

集
団
と
し
て
、
即
ち
「
エ
ト
ル
リ
ア
人
」
と
し
て
形
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
の
エ
ト
ル
リ
ア
文
化
は
、
ヴ
ィ
ラ
ノ
ー
ヴ
ァ
文
化
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ラ
ノ
ー
ヴ
ァ
文
化
の
作
品
や
そ
の
模
倣
は
、
エ
ト
ル
リ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
北
イ
タ
リ
ア
や
ア
ル
プ
ス
以
北
か
ら
も
発
見
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
も
、
紀
元
前
九
～
八
世
紀
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
ヴ
ィ
ラ
ノ
ー
ヴ
ァ
文
化
の
前
立
て
つ
き
兜
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
ケ
ル
ト
人
も
そ
の
形
成
期
か
ら
エ
ト
ル
リ
ア
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
エ
ト
ル
リ
ア
の
影
響
は
多
岐
に
渡
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
が
、
先
ず
ワ
イ
ン
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
流
入
と
共
に
、
オ
イ
ノ
コ
エ
、
フ
ラ
ゴ
ン
、
シ
ト
ゥ
ラ
な
ど
、
そ
れ
に
関
連
し
た
品
が
も
た
ら
さ

　
③
れ
た
。
こ
れ
ら
の
品
は
、
ケ
ル
ト
の
図
像
表
現
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ケ
ル
ト
人
は
、
装
飾
パ
タ
ー
ン
と
し
て
ア
カ
ン
サ
ス
や
パ
ル
メ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ト
な
ど
の
植
物
文
様
、
更
に
人
像
表
現
を
も
学
ん
だ
。
確
証
は
な
い
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
、
擬
人
化
さ
れ
た
神
像
も
エ
ト
ル
リ
ア
を
通
し
て
親
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
さ
て
、
ガ
リ
ア
で
は
、
こ
う
し
た
ギ
リ
シ
ア
の
図
像
表
現
の
影
響
を
、
多
数
作
ら
れ
た
母
子
像
に
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
主
に
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
か
ら
母
子
像
が
出
土
し
て
お
り
、
適
所
や
墓
、
居
住
地
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
二
二
神
が
そ

の
母
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
母
子
像
と
し
て
表
現
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
次
第
に
大
地
の
豊
穣
を
表
す
デ
メ
テ
ル
、
そ
し
て
抱
え
て
い
る
子
供

は
娘
コ
レ
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
母
と
娘
と
い
う
女
性
の
人
生
の
二
つ
の
段
階
を
示
す
像
は
、
や
が
て
、
三
体
㏄
組
の
女
性
、
三
柱
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
像
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
こ
の
三
体
一
組
の
女
神
像
は
、
ロ
ー
マ
を
経
て
、
後
述
す
る
ケ
ル
ト
の
女
神
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
図
像
表
現
へ
取
り
入

れ
ら
れ
る
。
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
図
像
表
現
に
は
、
赤
子
や
繊
裸
な
ど
を
手
に
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
の
母
子
像
か
ら
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

響
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ロ
ー
マ
征
服
以
前
、
ケ
ル
ト
人
は
神
像
を
殆
ど
作
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ー
マ
支
配
下
で
、
メ
ル
ク
リ

ウ
ス
や
マ
ル
ス
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
な
ど
の
神
像
が
多
数
作
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ガ
リ
ア
の
ケ
ル
ト
社
会
と
外
部
と
の
交
流
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
に
因
っ
て
い
た
の
か
、
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
幾
つ
か
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の
ル
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ポ
ー
川
か
ら
サ
ン
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
、
ロ
ー
ヌ
川
、
レ
マ
ン
湖
を
経
て
、
ジ
ュ
ラ
山
脈
を
越
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

セ
ー
ヌ
川
や
マ
ル
ヌ
川
へ
出
る
ル
ー
ト
、
同
様
に
サ
ン
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
、
ロ
ー
ヌ
川
か
ら
ラ
イ
ン
川
へ
出
る
ル
ー
ト
、
な
ど
で
あ
る
。

何
れ
の
ル
ー
ト
で
も
、
川
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
に
ス
ト
ラ
ボ
ン
が
、
ガ
リ
ア
で
は
物
資
の
輸
送
に
は
主
に
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
用
い
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
輸
送
に
限
ら
ず
、
水
路
は
ケ
ル
ト
人
の
交
通
の
要
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
川
の
重
要
性
は
、
宗
教
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ト
人
の
要
所
の
多
く
は
川
の
近
く
、
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
泉
、

特
に
川
の
水
源
を
聖
所
と
し
て
祀
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
水
源
信
仰
は
ロ
ー
マ
支
配
下
で
も
存
続
し
た
。
ラ
テ
ン
語
の
碑
文
な
ど
か
ら
知
ら

れ
て
い
る
ケ
ル
ト
の
神
々
の
名
は
約
四
〇
〇
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
三
〇
〇
は
一
度
し
か
出
て
こ
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
泉
の
聖
楽
の
女
神
に
奉

献
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
水
源
信
仰
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
泉
の
聖
意
か
ら
は
、
ケ
ル
ト
人
に
よ
る
奉
納
物
も
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
古
典
文
献
に
も
記
載
が
あ
り
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
ポ
セ
イ
ド
ニ
オ
ス
の
伝
え
る
話
と
し
て
、
ト
ロ
サ
（
現
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
）
の
聖
所
と
泉
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
、
テ
ク
ト
サ
ゲ
ス
族
の
宝
物
、
金
銀
併
せ
て
一
五
〇
〇
〇
タ
ラ
ン
ト
ン
が
見
つ
か
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
聖
所
の
例
と
し
て
は
、
～
九
六
八
～
七
一
年
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
、
フ
ラ
ン
ス
中
部
、
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
県
の
シ
ャ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

リ
エ
ー
ル
の
泉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
数
千
の
木
製
の
奉
納
物
と
、
ラ
テ
ン
文
字
ガ
リ
ア
語
の
刻
ま
れ
た
鉛
板
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
奉
納
物
の
中
に
は
、
人
間
の
身
体
の
一
部
や
臓
器
を
象
っ
た
木
像
が
多
く
含
ま
れ
る
。
同
様
の
奉
納
物
は
、
セ
ー
ヌ
川
の
水
源
な
ど
、

シ
ャ
マ
リ
エ
ー
ル
以
外
の
聖
所
で
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ル
ト
世
界
で
広
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
身
体
の
一
部
や
臓
器
の
模
型
の
奉
納

は
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
、
一
般
に
、
そ
の
身
体
部
位
の
病
気
や
怪
我
の
治
癒
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
ケ
ル
ト
の
場
合
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
泉
の
聖
所
に
は
治
癒
の
効
能
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
ケ
ル
ト
の
聖
所
の
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
、
オ
ワ
ー
ズ
県
の
ア
ロ
ン
ド
流
域
の
斜
面
に
あ
る
グ
ル
ネ
・
シ
ュ
ル
・
ア
ロ
ン

ド
（
○
・
¢
罎
昌
－
ω
産
出
δ
識
Φ
）
を
見
て
お
き
た
い
。
一
九
七
五
年
以
来
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
の
起
源
は
青
銅
器
時
代
に
ま
で
遡
る

と
思
わ
れ
る
。
中
央
に
一
辺
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
溝
で
方
形
に
区
切
ら
れ
た
場
所
が
あ
り
、
そ
の
中
心
部
に
あ
る
穴
か
ら
は
、
数
千
の
動
物
の
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骨
と
、
二
〇
〇
〇
余
り
の
鉄
製
武
具
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
骨
は
、
種
類
及
び
生
け
蟄
、
食
用
な
ど
の
用
途
に
応
じ
て
分
け
ら
れ
て

い
た
。
同
様
の
馬
所
は
、
リ
プ
モ
ン
・
シ
ュ
ル
・
ア
ン
ク
ル
（
国
一
ぴ
Φ
ヨ
O
ゆ
け
■
ω
信
困
匿
》
轟
O
瞬
Φ
）
な
ど
で
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
ケ
ル
ト
の
動
物
崇
拝
と

関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ケ
ル
ト
人
は
特
定
の
動
物
を
神
聖
な
も
の
と
見
な
し
て
い
た
。
猪
、
馬
、
牛
、
鹿
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動

物
は
、
神
聖
な
も
の
、
或
い
は
神
ぞ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
神
の
変
身
し
た
姿
、
神
の
使
い
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。

　
本
章
で
は
、
研
究
成
果
を
整
理
し
て
ケ
ル
ト
の
宗
教
と
地
中
海
か
ら
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ケ
ル
ト
の
宗
教
は
、
ギ
リ
シ
ア
や
エ

ト
ル
リ
ア
な
ど
、
地
中
海
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
点
は
、
水
源
信
仰
や
動
物
崇
拝
な
ど
、
ケ

ル
ト
人
が
具
体
的
な
自
然
の
崇
拝
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
ケ
ル
ト
の
信
仰
が
、
ロ
ー
マ
と
の
接
触
に
よ
り
ど
の
よ
う

に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
、
検
討
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
Ψ

①
　
レ
ポ
ン
ト
語
の
使
用
者
が
コ
ラ
セ
ッ
カ
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も

　
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
ゴ
ラ
セ
ッ
カ
文
化
に
つ
い
て
は
、

　
竃
費
ぎ
剛
P
即
ρ
匹
P
．
、
O
o
訂
ω
①
8
弾
O
巳
讐
お
四
巳
冨
ご
翼
ω
鼠
浄
ゲ
O
巴
房

　
ぴ
Φ
《
o
巳
筈
Φ
≧
℃
ω
．
．
甲
ぎ
ζ
o
ω
。
匿
甲
¢
象
帥
憎
（
㊦
匹
ω
’
γ
§
偽
9
N
貴
竃
貯
p

　
一
Φ
露
も
や
り
ω
－
一
〇
b
σ
．
を
参
照
。

②
　
こ
れ
ら
は
鉄
製
、
青
銅
製
、
陶
製
な
ど
の
容
器
。

③
ケ
ル
ト
と
エ
ト
ル
リ
ア
の
交
流
に
関
し
て
は
、
℃
聾
。
三
詳
P
竃
．
曽
§
馬
勤
憂
㍗

　
§
N
勲
g
ξ
｝
．
ρ
①
白
。
津
”
ピ
。
乙
g
」
零
介
署
．
鐸
山
O
回
’
、
〉
畠
芦
幻
‘
卑

　
国
r
、
．
冨
ω
邑
畿
。
霧
二
塁
鉱
℃
ぎ
①
ω
、
－
闇
ぎ
ト
跨
韓
建
直
ミ
恥
免
こ
鳴
ミ
愚
魯
℃
盆
。
・
”

　
一
〇
露
も
や
一
。
。
O
山
霧
．
、
b
d
。
巳
2
a
少
ω
．
一
、
．
寓
駿
雰
δ
戸
閉
く
ぎ
魯
国
信
δ
需

　
8
雪
曇
の
偉
8
凱
6
8
鼠
Φ
二
巴
Φ
，
．
」
目
門
出
韓
、
～
葱
竃
防
無
N
時
爲
、
魯
魯
℃
践
ω
響

　
6
8
も
弓
」
り
①
∴
8
’
、
閃
。
H
Φ
ω
ρ
r
》
「
㌦
．
び
、
H
邑
陣
②
①
二
．
田
δ
冨
8
㌶
邑
Q

　
♂
。
。
齢
①
ヨ
窃
箕
0
8
鑓
ω
δ
嵩
ρ
器
6
・
．
．
闇
ぎ
ト
跨
肉
ミ
忌
N
§
偽
こ
肉
ミ
魯
魯
℃
巴
。
。
レ
Φ
露
－

　
箸
．
H
㎝
。
。
山
①
刈
．
を
参
照
。

④
ケ
ル
ト
美
術
に
お
け
る
エ
ト
ル
リ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
囚
毎
タ
〈
．
㌦
．
〉
冨

　
簿
謹
ω
ρ
g
至
楽
。
Φ
翼
端
①
”
ヨ
ト
跨
肉
ミ
竃
爲
口
恥
こ
肉
ミ
愚
鴨
珊
℃
巴
ω
甲
一
り
露
曽

　
竈
』
O
⑱
賦
ω
’
を
参
照
。

⑤
ロ
ー
マ
人
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
神
像
を
エ
ト
ル
リ
ア
か
ら
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　
平
田
隆
一
「
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
狭
間
ー
エ
ト
ル
リ
ア
」
『
世
界
歴
史
四
』

　
岩
波
轡
店
、
一
九
九
八
、
＝
｝
八
頁
を
参
照
。
な
お
、
℃
巴
ざ
巳
p
P
号
9
黛
℃
唱
．

　
冠
O
－
窓
メ
も
参
照
。

⑥
ガ
リ
ア
の
母
子
像
に
つ
い
て
は
O
。
巳
。
P
P
ト
ざ
誉
ミ
§
O
亀
ミ
ミ
。
ミ
鼠
舜

　
勺
鼠
。
。
レ
Φ
鐸
．
を
参
照
。

⑦
こ
の
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
響
蝕
ψ
。
戸
旨
国
‘
ぎ
軋
§
ミ
、
N
ミ
ミ
隷
簿
ミ
魯

　
駄
9
婦
罫
肉
職
喧
翼
O
鋤
ヨ
ぴ
H
臥
σ
Q
ρ
漏
り
b
。
N
悪
』
O
刈
－
卜
。
露
．
を
参
照
。

⑧
例
え
ば
、
国
琶
働
§
α
δ
窪
い
‘
肉
§
へ
臨
N
O
§
無
ミ
§
b
6
奉
晒
首
爵
恥
ミ
ミ
題
無

　
b
」
箋
馬
跨
寒
隷
Q
ミ
貯
肉
。
ミ
馬
、
ミ
§
卜
k
D
刷
り
ト
⊃
c
。
り
冨
9
刈
①
ω
Q
。
‘
な
ど
。

⑨
評
隆
昌
ダ
．
、
暴
㊦
≧
で
ω
簿
チ
①
門
ぎ
Φ
。
｛
跨
㊦
興
言
○
①
謀
。
≦
α
q
巨
δ
⇒
、
．
甲

　
β
ζ
。
9
。
。
p
F
ω
．
簿
巴
．
（
＆
ω
．
y
魯
．
ミ
も
ワ
ト
。
δ
山
蜀

⑩
ω
欝
ぴ
。
p
幽
」
』
’
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⑪
　
ω
酔
鎚
げ
o
P
県
一
・
一
ω
．

⑫
　
我
が
国
で
は
ゴ
ー
ル
語
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
に
ガ
リ
ア

　
で
用
い
ら
れ
て
い
た
言
語
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
か
リ
ア
語
と
表
記
す
る
。
な

　
お
、
ガ
リ
ア
語
碑
文
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
、
ラ
テ
ン
文
字
、
エ
ト
ル
リ
ア
文
字

　
の
三
種
類
の
表
記
が
あ
る
。
ガ
リ
ア
語
に
つ
い
て
は
、
U
o
艮
P
O
‘
卜
霜
貯
轟
ミ

　
題
ミ
。
貯
り
℃
霞
寅
一
露
O
．
、
　
竃
①
算
≦
．
”
Q
§
駐
》
§
亀
、
賞
凡
§
ひ
し
u
巳
巷
霧
∬

　
一
〇
〇
卜
。
．
な
ど
を
参
照
。

⑬
こ
れ
ら
の
奉
納
物
に
つ
い
て
は
、
菊
。
ヨ
。
㊦
鼻
》
．
－
竃
‘
帥
∪
犀
ヨ
8
一
心
ζ
‘

　
卜
題
§
6
9
0
鷺
N
ず
、
，
O
ミ
ミ
謹
譜
G
ぎ
ミ
ミ
§
蔦
恥
ミ
ミ
・
譜
・
b
O
ミ
£
℃
蝉
ユ
ρ
春
⊃
O
O
O
．
を

　
参
照
。
な
お
、
こ
の
鉛
板
に
つ
い
て
は
後
述
。
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第
三
章
　
ケ
ル
ト
の
信
仰
の
変
容
ー
ラ
テ
ン
謡
の
名
称
を
持
つ
神
々

　
ロ
ー
マ
征
服
後
の
ケ
ル
ト
の
信
仰
の
変
化
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
考
察
を
始
め
た
い
。
通
常
、
ケ
ル
ト
の
神
々
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
れ
る
。
一
つ
は
「
ロ
ー
マ
風
解
釈
」
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
の
神
の
名
、
或
い
は
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
与
え
ら
れ
た
神
々
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

そ
の
名
称
が
ケ
ル
ト
語
に
由
来
す
る
神
々
で
あ
る
。
本
稿
で
も
こ
の
分
類
に
従
い
、
先
ず
前
者
か
ら
検
討
す
る
。

　
従
来
の
研
究
で
最
も
重
視
さ
れ
て
き
た
史
料
的
根
拠
は
、
次
の
カ
エ
サ
ル
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
　
彼
ら
（
ガ
リ
ア
人
）
は
神
々
の
な
か
で
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
を
最
も
崇
拝
し
て
い
る
。
そ
の
像
は
非
常
に
多
く
、
こ
の
神
は
全
て
の
技
術
の
発
明
者
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
道
と
旅
行
者
を
導
き
、
金
儲
け
や
交
易
に
対
し
て
、
最
も
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
の
次
に
は
、
ア
ポ
ロ
ン
、
マ
ル
ス
、

　
　
　
ユ
ピ
テ
ル
、
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
を
崇
拝
す
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
に
つ
い
て
は
、
他
の
人
々
が
考
え
る
の
と
全
く
同
じ
よ
・
γ
に
考
え
て
い
る
。
ア
ポ
ロ
ン
は
病
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
を
追
い
払
い
、
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
は
工
芸
や
技
芸
の
基
礎
を
伝
え
、
ユ
ピ
テ
ル
は
天
の
支
配
権
を
持
っ
て
お
り
、
マ
ル
ス
は
戦
争
を
支
配
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
な
ど
、
五
角
の
ロ
ー
マ
風
の
神
々
に
つ
い
て
そ
の
機
能
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
を
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
神
々
の
代
表
的
な
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
奉
献
碑
文
に
現
れ
る
、
神
々
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
神
々
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
エ
ピ
セ
ッ
ト
（
巷
尊
①
酔
）
と
は
添
え
名
の
意
で
、
語
源
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
エ
ピ
テ
ト
ン
で
あ
り
、
ホ
メ
ロ
ス
な
ど
で
は
、
枕
詞
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
、
神
々
や
人
、
物
な
ど
を
修
飾
す
る
。
例
え
ば
、
「
ア
イ
ギ
ス
持
つ
」
ア
テ
ネ
、
「
ア
ル
ゴ
ス
殺
し
の
」
ヘ
ル
メ
ス
、
な
ど
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
の
学
者
達
は
、
ケ
ル
ト
の
神
の
添
え
名
と
異
名
（
b
d
①
一
口
ゆ
ヨ
Φ
昌
）
と
を
区
別
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
両
者
が
明
確
に
分
け
ら
れ

る
訳
で
は
な
く
、
添
え
名
か
異
名
か
判
別
し
難
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
な
い
が
、
異
名
は
、
「
添
え
名
」

と
は
若
干
意
味
が
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
（
「
添
え
名
」
と
せ
ず
）
エ
ピ
セ
ッ
ト
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
エ
ピ
セ
ッ
ト
は

古
典
史
料
に
現
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
奉
献
碑
文
か
ら
知
ら
れ
る
。
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
神
々
の
神
性
を
端
的
に
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
奉
献
碑
文
に
現
れ
る
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奉
納
者
が
そ
の
神
の
神
性
を
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て

い
た
の
か
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
以
下
の
考
察
で
触
れ
る
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
、
筆
者
が
ラ
テ
ン
碑
文
の
中
に
身
を
沈
ま
せ
、
『
ラ
テ
ン
碑
文
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
碑

文
を
博
捜
し
た
結
果
得
ら
れ
た
も
の
を
、
筆
者
な
り
に
整
理
し
、
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
碑
文
や
、
ガ
リ
ア
・

キ
サ
ル
ピ
ナ
出
土
の
碑
文
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
遺
漏
無
し
と
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
碑
文
数
は
本
稿
で
精
査
し
た
も
の
に
遠
く
及
ば

ず
、
以
下
の
考
察
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
に
変
更
を
迫
り
得
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
無
論
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
利
用
し
た
研
究
は
過
去
に

　
　
　
　
⑤

も
存
在
す
る
が
、
本
稿
の
よ
う
に
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
考
察
の
中
心
に
据
え
、
網
羅
的
に
整
理
分
析
を
加
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　
先
ず
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
か
ら
見
て
み
よ
う
。
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
四
〇
種
類
以
上
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
三
種
類
に

分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
動
物
に
由
来
す
る
も
の
、
神
性
を
示
す
も
の
、
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
、
で
あ
る
。
動
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

由
来
す
る
も
の
は
餌
博
鉱
。
ω
（
雪
8
雪
曇
」
）
、
α
q
Φ
訂
巨
霧
（
α
・
接
δ
「
山
羊
」
）
、
臼
o
o
o
猛
「
猪
、
豚
」
の
三
つ
が
あ
る
。
こ
れ
は
狩
猟
の
神
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
動
物
崇
拝
の
名
残
で
あ
ろ
う
。
神
性
を
示
す
も
の
は
、
9
巨
p
o
冒
易
「
旅
人
の
守
護
者
」
、
鼠
ω
ω
o
口
三
。
。
「
富
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

什
。
葺
Φ
蒙
ω
（
け
Q
¢
H
Φ
口
信
し
。
）
「
儲
け
、
利
益
、
獲
得
」
、
＜
凱
鴬
○
霧
、
〈
冴
償
。
ご
ω
（
く
野
「
知
っ
て
い
る
」
）
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
の
カ
エ
サ
ル

の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
中
で
最
も
種
類
の
多
い
の
は
、
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

例
を
挙
げ
れ
ば
、
轟
く
①
金
工
×
「
ア
ル
ウ
ェ
ル
ニ
族
の
王
」
、
鎮
ρ
α
q
靴
8
易
く
亀
磐
2
ω
「
竃
9
σ
q
臓
8
8
の
王
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
、
エ

ピ
セ
ッ
ト
中
に
は
っ
き
り
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
出
土
地
の
偏
り
な
ど
か
ら
、
特
定
の
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
と
考
え
ら
れ
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⑯

る
も
の
に
、
爵
巨
象
貯
（
ピ
ュ
イ
・
ド
・
ド
ー
ム
の
守
護
神
）
な
ど
が
あ
る
。

　
マ
ル
ス
は
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
よ
り
多
い
、
七
〇
種
類
以
上
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
神
性
を
示
す
も
の
と
部
族
・
地
域
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
神
性
を
示
す
も
の
に
は
、
巴
ぽ
。
鵠
×
「
世
界
の
王
」
、
ぴ
霞
Φ
8
ω
（
げ
霞
Φ
×
）
「
最
上
の
、
最
高
の
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

9
0
0
書
く
一
ω
「
偉
大
な
守
護
者
？
」
、
ら
二
巴
ω
（
砦
諺
語
「
取
り
囲
む
も
の
、
守
護
者
」
）
、
一
Φ
げ
Φ
お
自
蕊
「
第
～
人
者
？
」
、
は
σ
q
一
斗
ヨ
蕊
「
高
貴
な
、

　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

強
き
も
の
」
、
な
ど
の
よ
う
に
至
上
者
を
示
す
も
の
と
、
。
p
旨
巳
蕊
「
強
い
、
力
の
あ
る
」
、
8
踵
器
「
戦
車
」
、
。
讐
巨
×
「
戦
争
の
王
」
、
ω
Φ
σ
q
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

旨
。
「
勝
利
者
、
強
き
も
の
」
、
訊
。
げ
巨
ω
「
戦
い
」
、
な
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
｝
窪
8
8
ご
。
・
「
雷
光
、
閃

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

光
？
」
、
｝
Φ
自
一
日
巴
8
蕊
「
輝
き
？
」
、
臼
β
一
一
Q
「
輸
送
の
保
護
者
？
」
、
　
O
匹
8
ω
「
捕
ま
え
る
者
、
狩
人
」
、
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
メ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
ウ
ス
同
様
、
最
も
種
類
の
多
い
の
は
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
爵
ぴ
巴
8
ω
「
宕
窃
ρ
9
谷
の
守
護
者
」
、
＜
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

け
ご
。
。
「
＜
2
8
の
守
護
神
」
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
中
に
は
っ
き
り
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
の
偏
り
な
ど
か
ら
、
特
定
の
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
一
①
臣
§
自
ω
（
》
マ
Φ
の
守
護
神
）
、
一
Φ
髪
ω
（
ト
レ
ゥ
ェ
リ

　
　
　
⑭

族
の
主
神
）
な
ど
が
あ
り
、
前
出
の
鼠
。
。
一
一
鼠
し
。
「
偉
大
な
守
護
者
？
」
も
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル
の
守
護
神
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
⑲

　
そ
の
他
に
、
国
譲
し
。
”
δ
＜
碧
ε
＄
毎
ρ
日
Φ
¢
§
①
ω
》
＜
Φ
一
一
碧
雲
。
。
と
い
う
四
種
類
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
両
神
に
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
メ
ン

タ
・
ベ
ル
ネ
ン
シ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
一
世
紀
の
ロ
ー
マ
の
詩
人
ル
カ
ヌ
ス
に
対
す
る
著
者
不
明
の
古
注
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

　
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
は
ガ
リ
ア
の
言
葉
で
は
テ
ウ
タ
テ
ス
で
あ
り
、
彼
ら
の
間
で
は
人
の
血
で
崇
拝
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
テ
ウ
タ
テ
ス
・
メ
ル
ク
リ
ウ
ス

は
、
ガ
リ
ア
人
の
問
で
は
以
下
の
よ
う
に
宥
め
ら
れ
る
。
半
分
水
で
満
ち
た
樽
へ
人
の
頭
が
投
げ
込
ま
れ
、
そ
の
中
で
溺
れ
さ
せ
る
。
ヘ
ス
ス
（
エ
ス

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ス
）
・
マ
ル
ス
は
以
下
の
よ
う
に
宥
め
ら
れ
る
。
流
血
の
た
め
に
四
肢
を
切
り
離
す
ま
で
ず
っ
と
、
人
が
木
に
吊
さ
れ
る
。
タ
ラ
ニ
ス
・
デ
ィ
ス
・
パ
テ

ル
は
、
彼
ら
の
問
で
は
以
下
の
方
法
で
宥
め
ら
れ
る
。
木
製
の
桶
の
中
で
人
々
が
焼
か
れ
る
。
次
に
私
達
は
他
の
と
こ
ろ
で
、
同
じ
箇
所
に
関
す
る
別
の

こ
と
を
見
醸
す
。
テ
ウ
タ
テ
ス
・
マ
ル
ス
は
「
恐
ろ
し
い
血
」
に
よ
っ
て
宥
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
命
令
に
よ
っ
て
戦
い
が
助
け
ら
れ
る
か
ら
で
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古代ガリア祉会におけるケルトの伝統（疋田）

　
　
あ
り
、
ま
た
、
以
前
に
は
ガ
リ
ア
人
は
こ
れ
と
別
の
神
々
に
も
人
間
を
犠
牲
に
捧
げ
る
習
慣
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
商
人
に
よ
っ
て
崇
拝
さ
れ

　
　
て
い
る
の
で
、
ヘ
ス
ス
（
エ
ス
ス
）
・
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
を
信
仰
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
争
の
守
護
者
で
あ
り
、
天
の
神
々
の
中
で
最
も
高
貴
な
タ
ラ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
ス
・
ユ
ピ
テ
ル
は
、
以
前
に
は
人
間
の
頭
に
よ
っ
て
宥
め
ら
れ
る
習
慣
だ
っ
た
が
、
今
で
は
家
畜
を
喜
ぶ
。

こ
こ
で
は
、
先
ず
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
テ
ウ
タ
テ
ス
、
マ
ル
ス
と
エ
ス
ス
が
同
～
視
さ
れ
て
い
る
が
、
両
神
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
説
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
両
神
の
神
性
は
、
カ
エ
サ
ル
や
コ
メ
ン
タ
・
ベ
ル
ネ
ン
シ
ア
な
ど
の
記
述
と
一
致
す
る
面
も
あ

る
が
、
両
神
に
共
通
の
面
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
カ
エ
サ
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
は
明
確
に
機
能
を
分
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
存
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
カ
エ
サ
ル
や
コ
メ
ン
タ
・
ベ
ル
ネ
ン
シ
ア
の
記
述
は
、
一
面
で
は
正
し
い
が
、
両
神
の
神
性
に
つ
い
て

全
て
正
確
に
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
か
ら
知
ら
れ
る
両
神
の
神
性
は
よ
り
多
様
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
神

と
も
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
中
で
最
も
多
い
の
は
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
神
の
神
性
の
本
質
は
、
部

族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
ケ
ル
ト
人
が
重
視
し
て
い
た
神
に
つ
い
て
、
カ
ミ
ー
ユ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
以
来
、
カ
エ
サ
ル
の
記
述
に
基
づ
き
、
メ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

リ
ウ
ス
が
主
神
に
当
た
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
ケ
ル
ト
の
神
々
の
間
に
は
、
明
確
な
機
能
分
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
シ
ョ
ー
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ッ
ド
や
テ
ヴ
ノ
な
ど
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ル
ー
神
と
対
応
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
見
解
が
最
初
に
出
さ
れ
た
の
は
、
ダ
ル
ボ
ア
・
ド
・
ジ
ュ
バ
ン
ヴ
ィ
ユ
の
著
作
で
あ
る
。
彼
は
地
名
に
ピ
償
σ
q
午
と
い
う
要
素
が
頻
出
す

る
こ
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ル
グ
ナ
サ
ッ
ド
（
冒
σ
q
§
霧
巴
）
と
ル
グ
ド
ゥ
ヌ
ム
（
現
リ
ヨ
ン
）
で
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
祭
儀
の
日
付
が
、
共

に
八
月
一
日
で
一
致
す
る
こ
と
、
ル
ー
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
ω
鋤
鼠
匡
撃
9
9
が
カ
エ
サ
ル
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
に
つ
い
て
の
記
述
、
「
全
て
の
技
芸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

発
明
者
」
と
一
致
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
論
拠
と
し
た
。
ヤ
ン
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
や
ポ
ー
ル
・
マ
リ
ー
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
、
マ
ッ
カ
ー
ナ
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
る
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
見
解
が
概
ね
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
ル
ー
と
の
対
応
関
係
に
疑
問

を
呈
し
た
の
が
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
で
あ
る
。
彼
の
見
解
で
は
、
ジ
ュ
バ
ン
ヴ
ィ
ユ
の
根
拠
三
点
を
批
判
し
、
そ
も
そ
も
地
名
は
語
源
が
曖
昧
で
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あ
り
、
ル
ー
は
主
に
地
名
に
現
れ
る
だ
け
で
、
碑
文
に
現
れ
る
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
の
に
対
し
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
は
碑
文
、
図
像
表
現
と
も

に
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
ル
グ
ナ
サ
ッ
ド
と
ル
グ
ド
ゥ
ヌ
ム
で
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
祭
儀
と
は
起
源
が
異
な
る
こ
と
、
ル
ー
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
と

カ
エ
サ
ル
の
記
述
も
同
様
に
起
源
が
異
な
る
こ
と
、
を
述
べ
る
。
何
れ
も
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
ル
ー
と
の
対
応
関
係
を
支
持
せ
ず
、
メ
ル
ク
リ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ス
の
元
と
な
っ
た
神
を
探
し
求
め
る
の
は
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
、
と
マ
イ
ヤ
ー
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
イ
ヤ
ー
の
研
究
に
よ
り
、

従
来
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
に
関
す
る
説
明
は
否
定
さ
れ
、
問
題
は
自
紙
に
戻
さ
れ
た
。

　
本
稿
で
は
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
、
マ
ル
ス
両
神
と
も
そ
の
神
性
の
本
質
は
、
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た

が
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
が
ケ
ル
ト
の
神
と
一
対
一
で
対
応
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
一
つ

の
神
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
、
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
主
神
・
守
護
神
が
、
ロ
ー

マ
と
接
触
し
た
際
、
主
神
・
守
護
神
と
い
う
共
通
の
機
能
の
故
に
、
ロ
ー
マ
人
の
目
に
は
同
一
の
神
と
映
っ
た
。
ロ
ー
マ
人
は
そ
の
神
を

「
ロ
ー
マ
風
解
釈
」
に
よ
っ
て
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
、
或
い
は
マ
ル
ス
と
同
一
視
し
、
そ
の
よ
う
に
記
述
し
た
。
後
に
な
っ
て
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
だ

ケ
ル
ト
人
は
、
自
分
達
の
神
を
ラ
テ
ン
語
で
は
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
奉
献
碑
文
に
は
そ
の
よ
う
に
記
し
、

図
像
表
現
で
も
古
典
の
様
式
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
自
分
の
部
族
と
他
の
部
族
の
神
の
違
い
を
表
せ
な
い
た
め
、
地
名
が
エ
ピ
セ

ッ
ト
と
し
て
付
与
さ
れ
た
。
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
マ
ル
ス
の
ど
ち
ら
と
同
一
視
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
接
触
の
状
況
や
部
族
の
性
格
な
ど
の
要
因
に

よ
っ
て
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
も
マ
ル
ス
も
、
多
数
の
土
着
の
神
々
を
糾
合
し
て
お
り
、
い
い
換
え
れ
ば
、
土
着

の
信
仰
が
ロ
ー
マ
の
影
響
に
よ
り
、
「
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
」
や
「
マ
ル
ス
」
と
い
っ
た
名
の
も
と
に
収
敏
さ
れ
て
崇
拝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
メ
ル

ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
に
付
与
さ
れ
た
、
多
様
な
エ
ピ
セ
ッ
ト
は
ロ
ー
マ
以
前
の
信
仰
の
名
残
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
メ
ル
ク
リ
ウ

ス
や
マ
ル
ス
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
多
様
性
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
マ
ル
ス
と
の
共
通
性
、
両
者
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ
と
も
矛
盾
な
く
説
明
出
来
る
。

　
筆
者
の
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
別
の
面
か
ら
補
強
し
た
い
。
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
と
マ
ル
ス
の
両
神
は
古
典
に
は
現
れ
な
い
複
数
の
配
偶
神
を
持
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⑲
　
　
　
　
⑳

っ
て
い
る
。
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
は
ロ
ス
メ
ル
タ
、
マ
イ
ア
、
ウ
ィ
ス
キ
ア
、
更
に
碑
文
で
は
確
認
出
来
な
い
が
、
レ
リ
ー
フ
で
は
、
ウ
ェ
ヌ
ス
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ミ
ネ
ル
ウ
ァ
を
伴
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
マ
ル
ス
も
ネ
メ
ト
ナ
、
リ
タ
ウ
ィ
ス
と
い
う
女
神
を
配
偶
神
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
レ
リ
ー
フ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
デ
ィ
ア
ナ
や
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
を
伴
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
、
ゼ
ウ
ス
が
複
数
の
女
神
や
女
性
と
交
わ
っ
て
い
る
例
な
ど

　
　
⑬

が
あ
る
。
従
っ
て
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
が
複
数
の
配
偶
神
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の
影
響
と
見
る
こ
と
が

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
々
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
神
が
ロ
ス
メ
ル
タ
や
マ
イ
ア
と
い
っ
た
女

神
と
対
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ロ
ー
マ
と
の
接
触
に
よ
り
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
際
、
男
神
が
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス

や
マ
ル
ス
と
同
～
視
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
が
複
数
の
配
偶
神
と
共
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
見
方
が
正
し

け
れ
ば
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
が
単
一
の
神
で
は
な
く
、
多
数
の
土
着
の
神
々
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
配
偶
神
と
し
て

現
れ
る
女
神
は
土
着
の
豊
饒
を
表
す
地
霊
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
の
地
母
神
と
部
族
の
主
神
と
し
て
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
と

の
結
び
つ
き
は
、
そ
の
部
族
に
よ
る
土
地
の
支
配
権
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
ロ
ー
マ
の
影
響
に
よ
っ
て
部
族
が
男
神
、

土
地
が
女
神
と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
い
た
部
族
に
よ
る
そ
の
土
地
の
支
配
権
が
、
神
と
そ

の
配
偶
神
と
い
う
形
で
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
章
で
は
、
ケ
ル
ト
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
は
、
土
着
の
信
仰
が
ロ
ー
マ
の
影
響
に
よ
り
、
「
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
」
や
「
マ
ル
ス
」
と
い

っ
た
名
の
も
と
に
収
敏
さ
れ
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
ロ
ー
マ
以
前
の
信
仰
の
名
残
が
留
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
見
て
き
た
。
次
に
こ
の
見
解
が
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
持
つ
ケ
ル
ト
の
神
々
に
つ
い
て
一
般
化
出
来
る
の
か
ど
う
か
、
他
の
例
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
と
並
ん
で
研
究
者
の
興
味
を
惹
い
て
き
た
の
が
マ
ト
ロ
ナ
エ
と
呼
ば
れ
る
女
神
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
か
ら
、
マ

ト
ロ
ナ
エ
に
は
一
〇
〇
種
類
以
上
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
意
味
内
容
か
ら
、
概
ね
四
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

①
土
地
の
守
護
、
②
水
源
名
、
③
部
族
名
、
④
神
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
神
性
を
示
す
も
の
に
は
、
9
臣
器
「
強
き
も
の
」
、
巴
鋤
σ
q
Q
謀
器
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

「
全
て
を
与
え
る
も
の
」
、
鎚
く
鋤
σ
q
下
鞘
①
「
惜
し
み
な
く
も
て
な
す
も
の
」
、
○
§
唱
Φ
弩
Φ
ω
「
陣
営
の
神
」
、
伍
2
＜
○
器
ω
（
縣
Φ
賊
く
O
口
P
騨
Φ
）
「
柏
の

⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

精
」
、
σ
Q
筈
一
器
「
与
え
る
も
の
」
な
ど
が
あ
る
。
マ
ト
ロ
ナ
エ
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ト
と
ゲ
ル
マ
ン
、
ロ
ー
マ
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う

観
点
か
ら
論
じ
た
相
京
氏
は
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
神
性
の
起
源
、
神
像
の
図
像
学
的
解
釈
、
他
神
性
と
の
融
合
、
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
の
考
察

に
基
づ
き
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
本
質
は
農
民
活
動
の
守
護
・
豊
饒
神
で
あ
り
、
ケ
ル
ト
の
マ
ト
ロ
ナ
エ
信
仰
は
古
代
世
界
に
一
般
的
な
母
神
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
本
質
的
な
神
性
が
、
梢
京
氏
の
い
う
よ
う
に
豊
饒
と
多
産
で
あ
る
こ
と
は
、
図
像

表
現
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
図
像
表
現
で
は
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
は
手
に
収
穫
物
や
、
豊
饒
の
角
な
ど
を
持
っ
た
姿
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ま
た
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
図
像
は
、
し
ば
し
ば
三
人
の
女
性
の
姿
で
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
か
ら
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

　
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
う
ち
、
最
も
多
い
も
の
は
土
地
の
守
護
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
碑
文
に
現
れ
る
エ
ピ
セ
ッ
ト
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
他
に
も
、
》
ぼ
器
霞
動
ρ
≧
ヨ
。
鼠
魯
零
Φ
Φ
な
ど
が
例
と
し
て
挙

嵐
p
欝
。
巳
ω
》
×
ω
ぎ
σ
q
ぎ
①
ぼ
ω
、
ζ
象
3
巳
ω
≧
ぼ
替
Φ
罫
げ
臣
な
ど
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
ガ
リ
ア
語
の
碑
文
で
は
、
萎
d
O
。
。
O
o
く
ア
Ω
く
。
。
§
各
。
、
三
后
e
。
O
o
ぐ
。
。
掌
§
9
§
＆
o
な
ど
が
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
奉
献
碑
文
の
数
及
び
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
種
類
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
神
々
の
中
で
最
も
多
い
。
こ
の
よ
う
な
マ
ト
ロ

ナ
エ
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
多
様
性
は
、
や
は
り
マ
ト
ロ
ナ
エ
が
単
一
の
神
性
で
は
な
く
、
豊
饒
と
多
産
を
示
す
地
母
神
的
神
性
が
「
マ
ト
ロ
ナ

エ
」
と
い
う
名
の
も
と
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
見
解
は
上
述
の
相
京
氏
の
結
論
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　
筆
者
の
見
解
を
補
強
す
る
た
め
に
、
も
う
一
例
、
ア
ポ
ロ
ン
を
例
に
と
っ
て
検
討
を
加
え
た
い
。
カ
エ
サ
ル
の
記
述
で
は
、
ア
ポ
ロ
ン
が
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ル
ク
リ
ウ
ス
の
次
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
ポ
ロ
ン
は
一
五
〇
以
上
の
碑
文
に
現
れ
、
一
五
以
上
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
。
神
性
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
も
の
に
は
、
p
旨
鍍
。
。
雨
霧
「
先
見
の
明
の
あ
る
」
の
よ
う
に
予
言
に
関
す
る
も
の
、
げ
Φ
｝
窪
。
ω
「
輝
か
し
い
も
の
、
太
陽
」
、
σ
q
盃
目
窪
「
太

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

陽
」
、
一
陣
三
2
ω
「
輝
か
し
い
」
、
な
ど
の
よ
う
に
太
陽
神
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
、
げ
。
§
。
（
げ
o
H
＜
o
）
「
温
泉
（
治
癒
能
力
を
表
し
て
い
る
と
思
わ

　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
る
）
」
、
。
o
諾
Φ
象
一
一
狭
く
器
「
治
癒
力
の
あ
る
」
、
＜
綜
。
貯
器
「
人
間
の
保
護
者
、
人
間
の
救
済
者
」
、
な
ど
の
よ
う
に
治
癒
に
関
す
る
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

鎚
Φ
×
ま
器
錠
ロ
ω
「
大
い
な
る
守
護
者
」
、
象
⑦
℃
。
露
費
屋
「
偉
大
な
騎
兵
」
、
臼
○
α
q
o
「
偉
大
な
」
、
日
○
α
q
。
自
器
「
力
強
い
？
」
、
鷺
。
艮
霧
σ
q
島
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
海
の
王
」
、
な
ど
の
よ
う
に
至
上
者
、
守
護
者
を
示
す
も
の
、
ヨ
巷
○
自
ω
「
若
者
」
、
な
ど
が
あ
る
。
治
癒
に
関
し
て
は
カ
エ
サ
ル
も
述
べ
て

お
り
、
そ
の
他
の
機
能
も
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
ア
ポ
ロ
ン
の
機
能
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
ω
鷹
匠
房
（
ω
§
唇
ω
）
「
温
泉
の
守

　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

護
神
」
、
8
巨
。
臥
×
「
部
族
の
王
」
、
＜
ぎ
畠
○
嘗
霧
「
泉
の
守
護
神
」
な
ど
は
、
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
か
ら
知
ら
れ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
神
性
を
、
古
典
文
献
に
よ
る
記
述
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
二
三
八
年
、
最
初
の
軍
人
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

帝
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
帝
が
北
イ
タ
リ
ア
の
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
を
包
囲
し
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
・
ア
ウ
グ
ス
タ
』
は
以
下
の
よ
う
な

話
を
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
は
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
を
包
囲
し
た
が
、
無
駄
だ
っ
た
の
で
、
使
節
を
そ
の
都
市
へ
送
っ
た
。
メ
ノ
ピ
ル
ス
が
同
僚
と
共
に
、
神
ベ
レ
ノ
ス

　
　
も
占
い
師
を
通
じ
て
、
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
は
打
ち
負
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
、
と
い
っ
て
反
対
し
な
か
っ
た
な
ら
、
入
戸
は
殆
ど
そ
の
使
節
と
協
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
結
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ヘ
ロ
デ
ィ
ア
ヌ
ス
は
こ
の
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
土
着
の
神
が
勝
利
を
約
束
し
た
と
い
う
神
託
も
広
ま
っ
た
。
彼
ら
（
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
の
人
々
）
は
ペ
レ
ス
（
ベ
レ
ノ
ス
）
と
呼
ん
で
い
る
神
を
、
特
に

　
　
崇
拝
し
て
い
る
が
、
そ
の
神
は
ア
ポ
ロ
ン
を
意
味
し
て
い
る
。
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
の
兵
士
の
一
部
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
神
の
姿
が
宙
に
現
れ
、
そ
の
都
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
た
め
に
戦
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ベ
レ
ノ
ス
は
神
託
を
下
す
神
で
あ
り
、
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
の
守
護
神
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
三
世
紀
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
デ
ィ
オ
・
カ
ッ
シ
ウ
ス
は
、
カ
ラ
カ
ラ
帝
が
病
気
に
な
っ
た
時
三
一
三
年
）
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
ア
ポ
ロ
ン
・
グ
ラ
ン
ヌ
ス
も
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
も
セ
ラ
ピ
ス
も
、
彼
（
カ
ラ
カ
ラ
帝
）
の
度
重
な
る
嘆
願
や
、
多
大
な
忍
耐
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
助
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
グ
ラ
ン
ヌ
ス
は
「
治
癒
」
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ベ
レ
ノ
ス
も
グ
ラ
ン
ヌ
ス
も
共
に
「
太
陽
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
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こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
神
性
は
、
エ
ピ
セ
ッ
ト
か
ら
知
ら
れ
る
ア
ポ
ロ
ン
の
神
性
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
の
こ
・
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
ア
ポ
ロ
ン
に
関
し
て
は
、
先
に
考
察
し
た
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
と
は
異
な
り
、
ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の
神
を
、
ケ
ル
ト
人
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
、
若
し
く
は
、
ア
ポ
ロ
ン
に
相
当
す
る
神
が
ケ
ル
ト
人
の
問
に
存
在

し
、
そ
の
神
を
ア
ポ
ロ
ン
と
同
一
視
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ポ
ロ
ン
は
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
種
類
が
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
よ
り
も
少
な

い
が
、
こ
れ
は
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
エ
ピ
セ
ッ
ト
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
部
族
・
地
域
の
主
神
・
守
護
神
を
示
す
も
の
は
、

殆
ど
が
泉
の
守
護
神
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
章
で
述
べ
た
水
源
信
仰
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。
実
際
、
ア
ポ
ロ
ン
の
奉
献
碑
文
は
、
泉
か
ら
多
く

出
土
し
て
お
り
、
水
源
信
仰
と
治
癒
効
果
と
の
関
連
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
、
寧
ろ
、
ケ
ル
ト
の
水
源
信
仰
が
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
な
ど
の
よ
う

に
、
治
癒
効
果
の
た
め
に
ア
ポ
ロ
ン
と
い
う
名
に
収
敏
さ
れ
て
信
仰
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
的
な
ア
ポ
ロ
ン
の
機
能
が
付

け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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①
葺
臼
嘆
①
翼
δ
幻
。
暴
舞
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
、
土
着
の
神
々
な
ど
を
ロ
ー
マ

　
の
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
を
い
う
。
こ
の
言
葉
は
↓
霧
搾
島
甲
O
ミ
§
§
貸
劇
Q
。
．
に
出
て

　
く
る
言
葉
で
あ
る
。
逆
に
、
土
着
の
側
か
ら
の
視
点
に
立
つ
場
合
、
ぎ
8
壱
お
け
餌
・

　
ユ
o
O
巴
甥
。
騨
な
ど
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。

②
ラ
テ
ン
語
瓜
に
ア
ポ
ロ
と
表
記
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
が
国
で
は
ア
ポ

　
ロ
ン
の
ほ
う
が
人
口
に
藩
学
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
他
の
神
と
は
違
い
、
ギ

　
リ
シ
ア
語
起
源
で
あ
る
の
は
明
ら
か
な
の
で
、
本
稿
で
は
ギ
リ
シ
ア
風
に
ア
ポ
ロ

　
ン
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

③
O
器
ω
貝
ゆ
9
①
」
メ
、
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
補
い
。

④
ア
ポ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
後
述
。
ユ
ピ
テ
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
中

　
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
な
お
、
ユ
ピ
テ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
と
し

　
て
は
○
お
Φ
詳
竃
ご
．
、
潤
び
Φ
≦
o
お
窪
℃
o
｛
野
①
菊
。
ヨ
貰
9
0
Φ
謀
。
≦
ゲ
Φ
①
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0
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昌
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騨
四
ぎ
し
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窪
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図
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磐
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削
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．
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饒
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匂
し
ミ
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憲
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ω
ホ
ゐ
①
メ
、
H
陣
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馬
翠
ミ
議
織
O
ミ
縣
－
砂
ミ
贈
。
こ
謡
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沁
§
§
。
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偽
ミ
ら

　
き
、
裁
切
碧
雲
｝
δ
P
む
。
。
野
が
あ
る
。

⑤
　
以
下
で
述
べ
る
メ
ル
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リ
ウ
ス
や
マ
ト
ロ
ナ
エ
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関
す
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研
究
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参
照
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器
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目
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①
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．

⑧
鶴
閥
真
弓
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目
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．
㎝
謡
ω
．
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目
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①
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①
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①
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．
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①
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①
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①
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ω
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⑮
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⑯
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①
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①
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①
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⑩
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弘
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。
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⊃
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①
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；
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①
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翁
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以
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目
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α
①
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O
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ω
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野
罐
刈
♪
ニ
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ω
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ぴ
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刈
。
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①
。
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．
b
轡
蚕
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刈
ゆ
る
㎝
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卜
。
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。
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ま
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。
。
き
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目
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ま
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鰺
O
F
N
Q
。
ρ
O
目
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ω
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①
器
財
譜
命
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お
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話
ら
P
刈
鱒
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即
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一
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圃
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O
c
◎
”
二
①
O
ゆ
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⑳
O
円
9
刈
○
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爲
為
G
◎
①
浮
．

⑳
O
円
満
δ
膳
P
ω
8
伊
ω
δ
ド
ω
δ
卜
。
甲
G
。
謀
。
。
”
同
び
↓
O
ω
お
w
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重
る
臨
’

⑪
○
目
S
一
ω
メ
お
。
。
獄
ω
ρ
峯
O
「

⑫
O
目
5
＝
①
P
＝
刈
ρ
＝
芦

⑳
　
O
H
ピ
旨
9
ω
’

⑭
O
目
一
ω
’
お
N
蕗
ρ
合
餅

⑳
　
O
同
い
一
ω
．
ω
①
α
♪
ω
Φ
刈
ρ
膳
O
O
。
ρ
禽
悼
N
鳶
ω
メ
↓
①
①
ピ
な
ど
。

⑳
○
目
蜀
ま
ド

⑰
　
O
H
U
一
Q
。
．
島
㎝
①
、
マ
ル
ス
、
Ω
ピ
一
ω
マ
回
0
8
心
．
意
味
は
「
若
者
を
愛
す
る
も

　
の
」
で
あ
ろ
う
か
。

曖
O
P
①
．
G
。
一
一
。
。
N
O
目
樋
．
日
P
G
。
野

⑲
　
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
、
O
H
ピ
H
ω
．
雪
メ
ω
①
①
ρ
偽
卜
。
㎝
メ
濫
刈
Q
o
皆
㎝
O
O
ど
①
じ
。
σ
響
①
ω
蒔
メ

　
①
○
。
○
。
蒔
①
癖
O
野
、
マ
ル
ス
、
○
同
ピ
憲
．
悼
○
。
刈
ω
．

　
　
　
曽

⑳
　
テ
キ
ス
ト
で
は
潤
㊦
望
ω
竃
費
ω
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
Φ
。
。
房
は
エ
ス
ス
と
同
じ

　
も
の
と
解
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
こ
の
箇
所
、
原
文
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
文
意
が
通
じ
な
い
。
生
け
蟄
の
血
を
流

　
さ
せ
る
た
め
に
、
マ
ル
ス
が
生
け
賛
の
四
肢
を
切
り
離
す
の
意
か
？

⑫
d
ω
㊦
器
び
甲
（
①
9
甲
ミ
郎
ミ
N
§
寒
§
織
○
§
§
§
ミ
b
d
鴨
ミ
§
貫
霞
甥
一
帥
p

　
一
Q
。
＄
（
話
ワ
臣
置
Φ
珍
Φ
ぎ
一
一
④
①
刈
γ
跳
一
■
最
O
．
、
テ
ウ
タ
テ
ス
な
ど
に
関
し
て

　
は
、
U
辱
鼻
℃
㌔
竃
‘
．
．
↓
①
艮
讐
Φ
ρ
国
ω
信
P
↓
簿
壁
隣
。
・
、
ド
多
き
§
語
い
ミ
貯
Q
§
N

　
＜
o
ド
到
幻
。
臼
ρ
一
り
。
。
ρ
庖
』
刈
㎝
［
卜
。
c
。
N
を
参
照
。

⑬
甘
語
貴
ρ
§
§
ミ
誉
貯
Q
§
N
c
。
竃
酵
℃
巴
ω
し
8
0
心
①
（
「
Φ
唱
』
＜
。
『

　
一
⑩
O
O
。
）
、
戸
出
や
憲
卜
。
露
虫
．
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
芦
畠
巷
．
一
．
①
）
以
下
、
ジ
ュ

　
リ
ア
ン
か
ら
の
引
用
は
～
九
九
三
年
の
再
版
の
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
示
す
。

⑭
ω
す
㊦
ω
8
無
嵐
㌔
U
‘
曾
謎
§
裂
き
、
§
駄
§
9
欝
酎
H
■
ξ
竃
．
U
臣
。
p

　
冒
。
巳
o
P
一
緯
ρ
署
．
一
腎
卜
⊃
ω
．
、
日
冨
く
①
ロ
。
眞
国
；
．
、
窯
曽
ω
魚
竃
輿
。
霞
①
魯

　
O
震
町
、
”
ト
ミ
。
ミ
塞
N
ρ
冨
9
凶
電
■
器
甲
㎝
蒔
ρ

⑮
　
ル
ー
は
冒
σ
q
げ
と
綴
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
神
話
・
伝
説
は
、

　
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
頃
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
写
本
は
九
世
紀
以

　
降
の
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
九
世
紀
頃
ま
で
は
古
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
（
○
罷

　
国
終
）
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
中
期
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語

　
（
鼠
翫
色
㊦
窪
鴇
）
が
用
い
ら
れ
始
め
る
た
め
、
写
本
の
表
記
は
こ
の
両
者
の
問

　
で
揺
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
カ
ナ
表
記
す
る
か
は
難
し
い

　
問
題
で
、
ル
グ
、
ル
ー
グ
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ル
ー
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に
統
一
す
る
。
ル
ー
は
、
ア
イ
ル
ラ
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ド
の
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技
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ー
フ
で
は
区
別
が
困
難
で
あ
る
。

⑪
　
ウ
ェ
ヌ
ス
を
伴
っ
て
い
る
も
の
は
図
ω
忌
茜
巳
δ
詳
け
‘
魯
■
9
。
隔
喜
捨
眠
。
仏
Φ
O
O
。
甲

　
気
。
．
筍
O
G
。
．
な
ど
、
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
を
伴
っ
て
い
る
も
の
は
同
§
卜
釦
一
Φ
卜
⊃
N
属
。
．

　
α
り
刈
0
9
な
ど
。

⑫
　
デ
ィ
ア
ナ
を
伴
っ
て
い
る
も
の
は
同
S
卜
釦
一
Φ
卜
⊃
N
客
。
．
窃
①
刈
一
■
な
ど
、
ミ
ネ

　
ル
ウ
ァ
を
伴
っ
て
い
る
も
の
は
同
§
卜
◎
一
〇
一
μ
瓢
。
．
合
謡
．
な
ど
。

⑬
　
ゼ
ウ
ス
に
同
時
に
複
数
の
配
偶
神
が
存
在
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
、
と
い
う
違

　
い
は
あ
る
。

⑭
　
マ
ト
ロ
ナ
エ
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
田
Φ
ざ
ぽ
貯
蝕
夢
閏
．
竃
こ

　
．
．
ζ
障
話
し
。
．
一
ぎ
℃
震
ぐ
き
傷
≦
置
し
。
o
≦
鋤
（
Φ
q
ω
・
）
涛
ミ
N
－
嘩
曽
δ
・
ら
§
轟
§
譜
、
ら
ミ
争

　
駐
簿
§
二
二
註
ミ
誠
ミ
駐
ミ
越
き
ミ
”
ω
欝
簿
σ
q
四
ミ
竃
§
o
げ
魯
（
以
下
総
懸
と
略
）
一
《

　
独
り
ω
ρ
8
岸
鱒
卜
⊃
一
甲
鱒
吋
駆
ド
、
幻
μ
α
q
㊦
斜
ρ
し
ご
こ
、
．
》
国
自
び
き
鳥
｛
o
H
跨
①
ζ
o
チ
9

　
0
0
匹
噺
①
6
。
。
。
霧
－
G
Q
o
ヨ
Φ
○
げ
。
。
ゆ
【
く
段
δ
訂
。
・
o
昌
筈
Φ
さ
8
鳶
謡
ミ
臨
ミ
ざ
賦
ミ
．
．
”
ぎ
切
．

　
頃
霧
島
㊦
楓
帥
p
匹
旨
．
≦
四
9
興
（
①
匹
ω
■
γ
沁
。
ミ
同
職
ミ
噛
註
、
き
、
罫
偽
離
N
ぎ
6
ミ
ミ
欝

　
曾
呂
8
ω
8
び
冨
。
。
ρ
暑
．
卜
。
一
〇
黒
潮
⊃
ピ
、
じ
ご
窪
。
喜
Φ
霧
9
0
こ
き
傷
賭
Φ
障
目
雪
P
O
．

　
（
㊥
勢
．
￥
さ
壁
§
§
§
旨
旨
、
起
§
ミ
鴨
Q
ミ
S
鴨
貯
詰
り
隊
巳
P
一
〇
〇
。
S
所
収
の
諸
論
文
、

　
相
京
邦
宏
「
ケ
ル
ト
・
ゲ
ル
マ
ン
的
神
性
篭
舞
お
富
Φ
ー
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
周

　
辺
の
神
性
研
究
の
た
め
の
～
試
論
」
噸
オ
リ
エ
ン
ト
』
～
二
七
一
一
、
～
九
九
四
、

　
同
「
ケ
ル
ト
人
の
窓
舞
8
富
Φ
信
仰
」
魍
歴
史
人
類
睡
　
九
、
～
九
九
～
、
二
〇

　
八
～
一
七
八
頁
、
同
¶
ケ
ル
ト
と
ロ
ー
マ
の
文
化
的
融
合
と
そ
の
限
界
i
ミ
ラ

　
ノ
碑
文
の
分
析
を
中
心
に
一
」
隅
社
会
文
化
史
学
』
二
七
、
一
九
九
　
。

㊥
冒
毎
雪
－
O
‘
§
ミ
ロ
”
O
．
①
ω
伊
、
匿
魯
ヨ
き
P
Q
㌔
U
冨
σ
Q
曾
目
舞
巳
ω
o
冨
ロ

　
竃
讐
δ
　
Φ
亭
b
d
Φ
ぎ
p
筥
①
眺
．
v
冒
b
d
募
。
自
0
7
げ
¢
屋
。
。
り
O
‘
餌
昌
恥
客
①
β
韓
価
p
P
P
（
o
匹
ω
．
y

　
§
ミ
も
P
一
〇
ω
－
一
ω
ド
を
参
照
。
両
者
の
表
現
は
若
干
異
な
る
が
、
指
し
て
い

　
る
内
容
は
大
差
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑯
O
H
い
易
「
o
。
扇
メ
。
。
b
。
二
．
以
下
、
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
訳
語
は
相
京

　
氏
に
従
っ
た
。

⑰
○
営
寄
目
。
。
㎝
伊

＠
　
O
H
ど
G
o
・
ら
。
①
①
メ
刈
O
O
料
こ
O
H
ど
◎
刈
①
Q
o
“
Q
Q
二
ω
P
G
o
一
置
介
Q
Q
一
塩
メ
G
Q
一
一
α
o
Q
甲

　
G
Q
＝
①
刈
己
O
H
ピ
メ
α
ド
ρ
H
O
N
Φ
w
一
〇
c
◎
ρ
H
＝
♪
一
一
鳴
Φ
．
w
O
H
じ
一
G
◎
．
G
Q
α
c
Q
O
Ψ
G
Q
①
①
メ

　
①
蒔
駆
P
①
心
神
ρ
鴫
c
o
O
Q
ρ

⑲
O
目
O
．
笥
O
ド

⑳
O
円
昂
圃
。
。
こ
・
①
．

⑪
相
京
邦
宏
「
ケ
ル
ト
入
の
鼠
騨
ぎ
口
器
信
仰
」
鴨
歴
史
入
類
隔
一
九
、
一
九
九

　
一
、
二
〇
八
～
一
七
八
頁
。

⑫
　
本
稿
第
二
章
を
参
照
。
相
京
氏
は
マ
ト
ロ
ナ
エ
の
像
と
キ
ュ
ベ
レ
神
と
の
類
似

　
を
指
摘
す
る
。
相
京
邦
宏
、
前
掲
論
文
、
一
九
七
頁
。
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㊥
Ω
び
峯
。
。
離
①
．

⑭
　
Ω
ピ
一
ω
■
①
ω
。
。
刈
』
O
。
。
ω
層
δ
ω
鼻
為
り
G
。
㎝
』
り
。
。
①
■

⑮
　
O
P
一
ω
■
c
◎
c
。
瀕
．

⑯
　
O
F
一
ω
．
日
8
伊

⑰
　
い
Φ
」
ω
爵
ρ
ヌ
卑
鉢
（
＆
。
。
シ
肉
ミ
ミ
靴
翁
守
装
忌
翫
。
誠
9
白
馬
N
駐
舞
℃
践
ω

　
（
以
下
幻
同
O
と
略
）
Ω
①
野

⑱
包
O
O
8
。
。
．

⑳
管
見
の
限
り
で
は
、
ア
ポ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
研
究
は
ピ
Φ
潟
8
×
“
男
▼
、
．
写
霞
♀

　
曾
象
8
卿
量
㊥
働
鉦
①
古
田
、
》
石
。
一
ぴ
⇒
α
q
窪
一
。
一
。
。
．
ド
膏
ミ
一
今
一
⑩
㎝
P
箸
■

　
鎗
？
昏
。
b
。
9
が
殆
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

⑳
O
F
姦
鱒
①
O
ρ

⑪
O
P
α
高
。
。
卜
、
P
お
①
①
b
窓
ω
る
窓
《
悼
竃
9
N
竃
ρ
O
F
①
』
c
。
O
ρ
O
F

　
＝
’
ω
O
Q
。
“
O
F
冨
．
ま
④
ρ
＄
α
o
。
w
O
今
一
ω
■
一
一
ω
．
、
国
O
O
卜
。
♪
O
“
⊃
o
。
”
○
①
ω
■

　
な
ど
。

⑫
　
O
F
ド
ω
』
①
O
ρ
G
。
①
ω
伊
α
。
。
昼
O
c
。
①
一
扇
。
。
刈
ρ
α
。
。
誠
甲
ゆ
。
。
脊
振
。
。
起
扇
。
。
刈
9

　
α
c
。
c
。
鮒
α
㊤
駆
N
①
蔭
①
N
刈
り
刈
伊
。
。
O
O
メ
G
。
謡
b
◎
仏
O
O
刈
N
H
じ
6
0
膳
一
①
■
な
ど
。

c）　＠　mb　＠　dy

O
H
U
一
ら
Q
．
Q
◎
O
O
①
■

Ω
い
一
G
。
■
譲
お
る
蒔
魔
b
c
。
8
b
c
。
8
》
鱒
8
刈
蕊
○
。
O
O
。
b
8
一
曽
㎝
⑩
一
一
－
㎝
8
0
．

O
H
ご
↑
ω
．
の
ω
¢
．

臼
い
一
b
o
』
9
ρ
Ω
ピ
一
ω
』
O
一
ρ
G
。
一
Q
。
㎝
■

○
同
い
一
ω
「
G
Q
一
〇
P

⑱
Ω
い
も
。
．
齢
。
。
O
．
b
P
轟
＝
鼻
。
。
響
総
一
少
O
F
H
ω
」
曽
。
。
り
8
①
①
斜
。
。
O
禽
■

⑲
O
P
蜀
伊
巴
伊

⑳
O
目
蜀
置
漣
ρ
鵠
卜
、
自

⑳
　
O
H
い
一
G
。
・
㎝
O
b
⊇
心
．
な
ど

⑳
　
○
円
一
G
。
■
一
㎝
○
。
伊
δ
＄
．

⑳
　
O
P
一
G
。
．
瞬
罐
．

⑭
　
O
目
一
〇
。
・
9
薩
愚
①
ホ
．

⑮
　
二
一
二
八
年
、
マ
ク
シ
ミ
ヌ
ス
は
ド
ナ
ウ
地
方
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
っ
て
進
軍
、

　
途
中
ア
ク
ィ
レ
イ
ア
を
包
囲
申
、
自
軍
の
兵
士
に
殺
害
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
二

　
三
八
年
の
出
来
事
に
関
し
て
は
、
南
川
高
志
『
ロ
…
マ
皇
帝
と
そ
の
時
代
睡
創
文

　
社
、
一
九
九
五
、
三
一
九
～
三
五
〇
頁
を
参
照
。

⑳
　
ω
調
〉
”
§
§
ミ
ミ
翫
§
b
卜
⊃
」
．

　
　
原
文
b
d
塾
。
。
く
（
主
格
U
ご
塾
。
・
の
）
は
、
ベ
レ
ノ
ス
と
同
義
と
考
え
て
良
い
と
思
わ

　
れ
る
。

　
　
瓜
Φ
3
象
呂
Q
。
・
甲
。
。
．
ω
．
Q
。
咀
、
阪
本
浩
「
帝
政
期
の
北
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
宗
教
生

　
活
」
『
青
由
学
院
大
学
総
合
研
究
所
人
文
学
系
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
叢
書
第
一
〇

　
号
　
東
西
の
言
語
・
文
化
の
比
較
研
究
睡
一
九
九
八
、
一
一
五
頁
以
下
に
同
じ
部
分

　
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
と
は
若
干
解
釈
が
異
な
る
。

㊥
U
陣
o
O
器
ω
ご
ρ
刈
G
。
「
窃
「
0
、
テ
キ
ス
ト
は
ピ
。
①
げ
Ω
霧
ω
帥
。
巴
ど
子
話
蔓
所
収

　
の
も
の
を
用
い
た
。

第
四
章
　
ケ
ル
ト
の
信
仰
の
変
容
ー
ケ
ル
ト
語
の
名
称
を
持
つ
神
々

第
三
章
冒
頭
の
課
題
の
二
番
目
と
し
て
、
名
称
が
ケ
ル
ト
語
に
由
来
す
る
神
々
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
女
神
エ
ポ
ナ
を
取
り
上
げ
る
。
エ
ポ
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①

ナ
に
関
し
て
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
瀬
野
〇
の
奉
献
碑
文
と
二
五
〇
の
図
像
表
現
が
知
ら
れ
て
お
り
、
幾
つ
か
の
古
典
史
料
に
そ
の
名
が
現

れ
る
が
、
そ
の
他
の
神
々
に
つ
い
て
は
、
古
典
史
料
に
殆
ど
記
述
が
な
く
、
多
く
は
碑
文
に
一
度
出
て
く
る
だ
け
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
だ
か

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
②

　
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
女
神
の
名
は
・
閃
陰
（
窒
N
．
．
国
国
8
ω
）
「
馬
」
と
い
う
ケ
ル
ト
語
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
神
性
は
馬
の

守
護
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
以
下
の
よ
う
な
古
典
史
料
で
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
フ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ス
テ
ッ
ル
ス
は
女
性
を
嫌
い
、
馬
と
交
わ
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
美
し
い
少
女
を
生
み
、
彼
ら
は
エ
ポ
ナ
と
名
付
け
た
。
彼
女
は
馬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
関
し
て
配
慮
す
る
女
神
で
あ
る
。
ア
ゲ
シ
ラ
オ
ス
は
『
イ
タ
リ
ア
史
』
の
三
巻
で
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ま
た
、
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
や
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
か
ら
は
、
エ
ポ
ナ
が
、
厩
な
ど
に
像
を
飾
ら
れ
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
図
像
で
は
乗
馬
姿
か
、
馬
の
問
で
玉
座
に
座
っ
た
姿
で
表
さ
れ
、
し
ば
し
ば
手
に
収
穫
物
や
豊
饒
の
角
を
持
っ
て
い
る
。
エ
ポ
ナ
の
神

性
と
し
て
は
、
図
像
で
収
穫
物
や
豊
饒
の
角
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
豊
饒
の
女
神
と
い
う
側
面
や
、
地
下
世
界
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

フ
ォ
ー
シ
ー
は
異
界
の
扉
を
開
け
る
鍵
を
持
つ
エ
ポ
ナ
や
、
エ
ポ
ナ
が
死
者
を
導
い
て
い
る
レ
リ
ー
フ
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
エ
ポ
ナ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

異
界
へ
出
発
す
る
魂
を
案
内
す
る
女
神
と
い
う
面
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
エ
ポ
ナ
の
有
す
る
一
つ

の
側
面
で
あ
り
、
そ
の
神
性
の
中
心
が
馬
の
守
護
神
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
差
し
挟
む
研
究
者
は
い
な
い
。

エ
ポ
ナ
の
信
仰
さ
れ
て
い
た
範
囲
に
関
し
て
は
・
エ
ポ
ナ
の
祭
礼
が
≡
旦
合
に
営
ま
れ
た
こ
と
が
碑
文
か
ら
知
ら
れ
て
い
勧
が
・
こ

れ
は
ケ
ル
ト
の
神
々
の
祭
礼
が
ロ
ー
マ
の
暦
に
組
み
込
ま
れ
た
唯
一
の
例
で
あ
り
、
エ
ポ
ナ
信
仰
は
ケ
ル
ト
人
に
限
ら
ず
、
広
い
範
囲
に
普
及

し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
リ
ン
ダ
フ
は
エ
ポ
ナ
の
奉
献
碑
文
は
ロ
ー
マ
軍
の
駐
屯
地
か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兵
士
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
補
助
軍
の
騎
兵
が
自
分
の
馬
の
保
護
を
求
め
て
信
仰
し
て
い
た
も
の
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
の
見
解
は
諸
家
の
間
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
先
ず
、
エ
ポ
ナ
の
図
像
表
現
の
起
源
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。
エ
ポ
ナ
は
乗
馬
姿
か
馬
の
間
で
玉
座
に
座
っ
た
姿
で
表

さ
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
図
像
の
有
す
る
意
味
の
相
違
な
ど
に
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
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の
起
源
に
関
す
る
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
女
性
騎
馬
像
の
起
源
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
人
の
像
は
、
信
頼
出
来
る
記
録
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
長
い
間
存
在
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
騎
馬
像
の
起
源
も
甚
だ
古
い
。
ク
ロ
エ
リ
ア
の
騎
馬
像
に

　
　
よ
っ
て
、
女
性
に
も
こ
の
名
誉
が
加
え
ら
れ
た
。
あ
た
か
も
、
彼
女
が
ト
ガ
を
纏
っ
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ル
ク
レ
テ
ィ

　
　
ア
や
、
王
達
を
追
放
し
た
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ス
に
も
像
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ク
ロ
エ
リ
ア
は
彼
が
追
放
し
た
そ
の
上
達
の
た
め
に
人
質
と
な
っ
た
の
で
あ

　
　
る
。
（
中
略
）
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ン
ニ
ウ
ス
・
フ
ェ
テ
ィ
ア
リ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
ス
ペ
ル
ブ
ス
の
筥
殿
の
入
り
口
の
庭
（
く
Φ
し
。
浄
ぴ
巳
¢
ヨ
）
に

　
　
あ
る
、
ユ
ピ
テ
ル
・
ス
タ
ト
ル
の
神
殿
の
向
か
い
側
の
騎
馬
像
は
、
執
政
官
で
あ
っ
た
プ
ブ
リ
コ
ラ
の
娘
、
ウ
ァ
レ
リ
ア
の
像
で
あ
り
、
彼
女
だ
け
が
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
げ
、
テ
ィ
ベ
リ
ス
川
を
泳
い
で
渡
り
、
残
り
の
人
質
は
、
ポ
ル
セ
ン
ナ
の
と
こ
ろ
へ
送
ら
れ
、
タ
ル
ク
ィ
ニ
ウ
ス
の
策
略
に
よ
っ
て
連
れ
去
ら
れ
た
。

リ
ゥ
ィ
ウ
ス
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
平
和
が
回
復
す
る
と
、
ロ
ー
マ
人
は
、
女
性
（
ク
ロ
エ
リ
ア
）
の
前
代
未
聞
の
勇
気
に
対
し
て
、
未
経
験
の
種
類
の
名
誉
、
即
ち
騎
馬
像
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
聖
な
る
道
の
頂
上
に
、
馬
に
乗
っ
た
乙
女
が
置
か
れ
た
。

こ
れ
ら
は
紀
元
前
六
世
紀
の
出
来
事
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
術
は
な
い
が
、
記
事
を
残
し
た
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
七
九

年
八
月
掛
没
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
は
そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
既
に
女
性
騎
馬
像
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て

二
つ
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
、
少
な
く
と
も
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
数
世
代
前
に

は
ロ
ー
マ
に
お
い
て
女
性
騎
馬
像
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
エ
ポ
ナ
の
図
像
の
殆
ど
は
紀
元
前
後
以

降
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
ケ
ル
ト
と
ロ
ー
マ
と
の
交
流
を
考
慮
す
る
と
、
既
に
ロ
ー
7
で
存
在
し
て
い
た
女
性
の
騎
馬
像
が
持
ち
込
ま
れ
、
エ

ポ
ナ
の
図
像
表
現
に
影
響
を
与
え
、
エ
ポ
ナ
も
乗
馬
姿
で
表
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ケ
ル
ト
の
図
像
表
現

の
形
成
に
は
、
地
中
海
か
ら
の
影
響
が
看
取
さ
れ
、
エ
ポ
ナ
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
証
拠
し
か
な
い
が
、
外
部
か
ら
の
影
響
を
否
定
す
る
理
由

は
な
い
。
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⑫

　
エ
ポ
ナ
の
図
像
表
現
に
は
、
も
う
　
つ
、
馬
の
間
で
玉
座
に
座
っ
た
姿
で
表
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
に
も
、
豊
饒
の
女
神
が
動
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
主
人
と
し
て
、
獅
子
に
挟
ま
れ
て
い
る
図
像
が
存
在
し
て
お
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
豊
饒
の
女
神
像
や
小
ア
ジ
ア
の
キ
ュ
ベ
レ
像
な
ど
に
も
、

同
様
の
図
像
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
エ
ポ
ナ
と
の
間
の
類
似
は
明
瞭
で
あ
り
、
ケ
ル
ト
人
と
周
辺
世
界
と
の
交
流
を
鑑
み
る
な
ら

ば
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
図
像
表
現
が
、
直
接
ケ
ル
ト
人
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
、
ギ
リ
シ
ア
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
と
推
定
す
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
述
べ
た
が
、
ケ
ル
ト
人
に
は
特
定
の
動
物
を
神
聖
な
も
の
と
見
な
す
、
動
物
崇
拝
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の

動
物
は
、
神
聖
な
も
の
、
或
い
は
神
ぞ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
神
の
変
身
し
た
姿
、
神
の
使
い
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。

エ
ポ
ナ
は
、
そ
の
よ
う
な
動
物
崇
拝
が
変
容
し
、
具
体
的
な
女
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ガ
リ
ア
で
は
、
馬

を
象
っ
た
コ
イ
ン
が
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
後
に
擬
人
化
さ
れ
た
「
エ
ポ
ナ
」
へ
と
結
晶
さ
れ
て
い
く
、
前
段
階
の
動
物
崇
拝
を

示
し
て
い
る
。
他
の
動
物
で
は
な
く
、
馬
の
守
護
神
で
あ
る
エ
ポ
ナ
の
信
仰
が
特
に
広
ま
っ
た
の
は
、
ケ
ル
ト
社
会
に
お
い
て
馬
が
特
別
な
地

位
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
ベ
ケ
ニ
に
従
え
ば
、
馬
は
ケ
ル
ト
人
の
家
畜
の
中
で
唯
一
食
用
と
さ
れ
な
か
っ
た
動
物
で
あ
る
と
考
え

　
　
⑭

て
良
い
。
馬
は
軍
事
的
紅
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
エ
ポ
ナ
信
仰
は
、
ロ
ー
マ
征
服
以
前
に
存
在
し
て
い
た
信
仰
が
、
地
中
海
世
界
の
図
像
表
現
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
明
確
な
形
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
エ
ポ
ナ
の
神
性
に
関
し
て
、
諸
史
料
が
～
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
章
で
検
討
し
た
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
持
つ
神
々
と
は
異
な
り
、
こ
の
エ
ポ
ナ
は
、
ロ
ー
マ
以
前
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
類
似
の
神

性
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
エ
ポ
ナ
信
仰
を
以
て
ケ
ル
ト
語
の
名
称
を
持
つ
他
の
神
々
へ
の
信
仰
を
推
測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
こ
う
し
た
神
々
は
、
ケ
ル
ト
の

動
物
崇
拝
が
、
地
中
海
世
界
と
の
接
触
に
よ
り
人
格
化
さ
れ
た
神
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
動
物
崇
拝
の
段
階
で
は
、
神
は
動
物
の
姿
で
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
半
神
半
獣
の
姿
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
擬
人
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
エ
ポ
ナ
の
像
は
既
に
擬

人
化
さ
れ
た
姿
を
表
し
て
い
る
が
、
半
神
半
獣
の
段
階
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
般
的
に
ケ
ル
ト
の
神
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
と
解
釈
さ
れ
て
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い
る
、
鹿
の
角
を
持
っ
た
神
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ガ
リ
ア
の
例
で
は
な
い
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
ヌ
マ
ン
テ
ィ
ア
（
現
ソ
リ
ア
近
郊
）
出

土
の
彩
色
土
器
に
は
半
牛
半
神
の
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
同
様
半
神
半
獣
の
段
階
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
神
々
は
、
動
物
の
姿
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
ケ
ル
ト
の
神
々
が
、
地
中
海
世
界
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、

次
第
に
半
神
半
獣
の
姿
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
擬
人
化
さ
れ
た
像
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
半
神
半
獣
の

姿
か
ら
擬
人
化
さ
れ
た
神
像
へ
の
変
化
は
短
期
間
に
起
こ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
地
中
海
世
界
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
擬
人
化
さ
れ

た
神
像
に
親
し
ん
で
は
い
た
も
の
の
、
ケ
ル
ト
人
は
自
分
達
で
は
そ
れ
ら
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
ロ
ー
マ
征
服
直
後
か
ら
半
神
半
獣
の
神
像
と
擬

人
化
さ
れ
た
神
像
が
相
次
い
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
表
現
は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
ケ

ル
ト
の
信
仰
が
ロ
ー
マ
支
配
下
で
も
存
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
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①
　
ガ
リ
ア
及
び
ラ
イ
ン
地
方
か
ら
出
土
し
た
の
は
一
三
の
奉
献
碑
文
と
一
八
○
の

　
レ
リ
ー
フ
で
あ
る
。

②
じ
d
・
¢
。
冨
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ω
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．
、
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①
ω
し
。
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ド
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p
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α
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巨
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巴
ω
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寒
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b
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ω
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8
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G
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．
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U
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p
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σ
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δ
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本
稿
で
は
、
ロ
ー
マ
支
配
下
の
ガ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ト
の
信
仰
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ト
の
神
々
を
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
持
つ
神
々
と
ケ
ル

ト
語
の
名
称
を
持
つ
神
々
と
の
二
つ
に
分
類
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
ラ
テ
ン
語
の
名
称
を
持
つ
神
々
は
、
ケ
ル
ト
の
部
族
神
や
地
墨
神
、

水
源
信
仰
な
ど
が
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
や
マ
ル
ス
な
ど
、
特
定
の
名
称
の
も
と
に
収
敏
さ
れ
て
信
仰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ケ
ル
ト
語
の
名
称
を

持
つ
神
々
は
、
ケ
ル
ト
の
動
物
崇
拝
が
ロ
ー
マ
の
影
響
に
よ
り
神
と
し
て
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
即
ち
、
何
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
ケ
ル
ト
の
信
仰
は
、
地
中
海
世
界
と
の
接
触
に
よ
り
変
容
し
た
面
は
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
支
配
下
に
お
い
て
も
、
な

お
ケ
ル
ト
の
要
素
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
章
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
奉
献
碑
文
は
、
ラ
テ
ン
語
で
刻
ま
れ
、
碑
文
の
最
初
に
は
H
O
ζ
（
H
O
註
。
旨
日
。
§
×
ぎ
。

「
最
高
神
ユ
ピ
テ
ル
へ
」
）
、
碑
文
の
終
わ
り
に
は
く
匹
ヨ
（
＜
9
§
ω
9
＜
三
ぴ
2
。
・
置
Φ
腎
。
＼
く
。
ε
ヨ
ω
。
｝
く
Φ
お
づ
け
ま
Φ
馨
①
ω
ヨ
鼠
8
「
御
利
益
か
ら
喜
ん
で
奉

献
し
た
」
）
な
ど
の
定
型
句
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
が
、
奉
献
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
神
は
、
ζ
9
。
薮
貯
ω
≧
＜
9
8
同
詳
や
ζ
費
ω
8
日
三
門
ω
な
の

で
あ
り
、
祈
願
す
る
神
は
ケ
ル
ト
風
に
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
神
々
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
の
多
く
は
ケ
ル
ト
語
起
源
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ラ
テ

ン
碑
文
か
ら
も
ケ
ル
ト
的
要
素
の
存
続
が
裏
付
け
ら
れ
、
ケ
ル
ト
の
伝
統
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
こ
と
は
、
ガ
リ
ア

語
の
碑
文
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。

　
こ
こ
で
は
、
第
二
章
で
も
触
れ
た
シ
ャ
マ
リ
エ
ー
ル
出
土
の
ガ
リ
ア
語
碑
文
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
～
年
、
フ
ラ
ン
ス
中
部
シ
ャ

マ
リ
エ
ー
ル
近
郊
、
ロ
シ
ュ
の
泉
で
発
見
さ
れ
た
鉛
板
で
、
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
縦
約
五
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

横
虐
三
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉛
板
に
～
二
行
に
わ
た
っ
て
、
草
書
体
の
ラ
テ
ン
文
字
三
三
六
文
字
が
記
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
な
お
、
文
字
は
表
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
、
碑
文
の
試
訳
を
掲
げ
る
。
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②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
④

　
　
　
私
は
冥
界
の
力
あ
る
神
路
巷
。
⇒
o
ω
》
『
＜
Φ
3
p
瀞
に
祈
願
す
る
。
次
の
寒
心
の
呪
文
に
よ
っ
て
私
達
は
求
め
る
。
告
発
者
で
あ
る
ρ
い
蓉
δ
ω
匹
○
δ
ω

　
　
　
　
　
⑤

　
　
累
計
H
冒
。
ω
》
》
Φ
ヨ
濠
。
し
・
勺
簿
①
同
ヨ
（
o
。
。
）
》
Ω
き
黛
。
。
。
じ
£
一
什
¢
旨
。
。
。
“
○
器
出
。
ω
℃
Φ
ぽ
σ
q
口
（
o
ω
ア
Ω
餌
¢
象
。
ω
℃
Φ
ぽ
σ
q
口
（
o
。
。
）
9
竃
震
9
0
ω
＜
8
8
H
貯
（
o
ω
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
》
湿
土
Φ
¢
籠
8
の
子
〉
獣
巴
。
（
o
ω
）
》
そ
し
て
ω
Φ
8
＜
麟
が
誓
う
。
も
し
そ
れ
が
小
さ
か
っ
た
な
ら
ば
、
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
。
私
は
盲
目
の
も
の
を
見
る

　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
だ
ろ
う
。
来
る
べ
き
時
に
、
私
は
こ
の
碑
文
の
歌
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
の
を
見
る
だ
ろ
う
。
誓
い
に
よ
っ
て
私
は
（
歪
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
？
）
正
す
。

　
　
誓
い
に
よ
っ
て
私
は
正
す
。
誓
い
に
よ
っ
て
私
は
正
す
。
誓
い
に
よ
っ
て
。

　
こ
の
碑
文
は
所
謂
呪
認
の
碑
文
（
O
点
「
ω
Φ
け
跨
げ
一
Φ
け
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
呪
認
は
、
ラ
テ
ン
語
で
は
一
般
に
q
黙
×
δ
と
表
現

さ
れ
て
お
り
、
古
代
世
界
に
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
慣
習
で
は
、
土
器
、
大
理
石
、
蝋
な
ど
に
記
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
が
、
現
存
す
る
呪
認
の
碑
文
の
多
く
は
鉛
或
い
は
鉛
の
合
金
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
シ
ャ
マ
リ
エ
ー
ル
の
碑
文
は
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ポ
ノ
ス
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ポ
ロ
ン
の
エ
ピ
セ
ッ
ト
と
し
て
現
れ
る
神
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
呪
言
の
際
呼
び
か
け
る
神

と
し
て
は
、
ヘ
ル
メ
ス
が
最
も
～
般
的
で
あ
り
、
ヘ
カ
テ
、
コ
レ
、
ペ
ル
セ
ポ
ネ
、
ハ
デ
ス
な
ど
が
続
く
。
ラ
テ
ン
碑
文
の
場
合
、
マ
ネ
ス
、

ユ
ピ
テ
ル
、
プ
ル
ト
、
ネ
メ
シ
ス
、
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
な
ど
が
一
般
的
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
ヘ
ル
メ
ス
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
ト
ト
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
一
般
的
で
あ
り
、
セ
ト
、
オ
シ
リ
ス
が
そ
れ
に
続
く
。
ア
ポ
ロ
ン
が
出
て
く
る
の
は
稀
で
あ
る
。
地
中
海
世
界
の
慣
習
で
は
、
本
来
、
こ
こ

で
呼
び
か
け
る
べ
き
は
、
ア
ポ
ロ
ン
と
同
一
視
さ
れ
た
神
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
が
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
の
伝
統
に
従
わ
ず
、
ま
た
、

本
来
ガ
リ
ア
語
で
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
判
断
し
て
、
碑
文
を
作
製
し
た
者
が
、
ケ
ル
ト
風
で
あ
る
こ
と
を
基
調
と
し
て
選
択
し
た
と
推

定
す
る
こ
と
が
嵐
来
よ
う
。

　
こ
の
呪
誼
の
碑
文
を
作
製
し
た
者
は
、
明
ら
か
に
ロ
ー
マ
の
碑
文
に
つ
い
て
も
知
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
呪
誼
が
鉛
板
に
刻
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
る
な
ど
、
材
質
な
ど
の
点
で
は
ロ
ー
マ
の
様
式
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
や
、
碑
文
の
形
式
か
ら
見
て
取
れ
る
。
碑
文
の
作
成
者
は
ロ
ー
マ

の
風
習
を
知
っ
て
お
り
、
従
っ
て
ロ
ー
マ
か
ら
ケ
ル
ト
へ
の
影
響
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
の
風
習
に
従
っ
て
い
る
面

は
あ
る
も
の
の
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
基
調
は
ケ
ル
ト
の
伝
統
に
従
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
、
ロ
ー
マ
の
文
化
を
そ
の
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ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
、
ケ
ル
ト
の
伝
統
の
中
に
取
り
込
み
、
一
旦
消
化
し
た
上
で
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
ケ
ル
ト
と
ロ
ー
マ
の
融
合
、
即
ち
「
ガ
ロ
“
ロ
ー
マ
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
現
象
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
更
に
筆
者
は
更
に
次
の
よ
う
な
展
望
を
示
し
た
い
。

　
ケ
ル
ト
社
会
に
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
要
素
が
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
比
較
言
語
学
の
大
家

バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ほ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
権
概
念
は
政
治
的
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
宗
教
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
権

力
を
行
使
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
規
則
を
定
め
、
何
が
「
正
し
い
」
こ
と
な
の
か
を
定
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
権
威
は
王
が
保
持
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
宗
教
性
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
た
。
当
初
、
ケ
ル
ト
の
王
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ト
人
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
共
に
、
王
は
専
ら
軍
事
を
司
る
よ
う
に
な
り
、
宗
教
は
ド
ル
イ
ド
の
手
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
共
に
宗
教
的
権
威
も
ド
ル
イ
ド
の

手
に
移
っ
た
が
、
紀
元
前
二
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
ド
ル
イ
ド
に
よ
る
宗
教
の
独
占
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
。
王
ま
た
は
ド
ル
イ
ド
が
神
々
と

の
仲
介
役
を
果
た
し
て
い
た
間
は
、
彼
ら
に
は
宗
教
的
権
威
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
以
て
特
権
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か

し
、
人
々
が
直
接
神
々
へ
祈
願
す
る
よ
う
に
な
り
、
神
々
と
の
仲
介
役
を
必
要
と
し
な
く
な
る
と
、
ド
ル
イ
ド
が
保
持
し
て
い
た
宗
教
的
権
威

も
失
わ
れ
、
そ
の
重
要
性
も
低
下
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
カ
エ
サ
ル
の
ガ
リ
ア
征
服
以
前
、
紀
元
前
二

世
紀
終
わ
り
～
紀
元
前
一
世
紀
初
め
頃
、
ガ
リ
ア
で
は
既
に
ド
ル
イ
ド
の
影
響
力
は
衰
え
始
め
て
お
り
、
祭
司
よ
り
も
寧
ろ
、
哲
学
者
や
詩
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
彼
女
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
現
在
で
も
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
、
集
会
が
重
要
な
役
割
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
王
よ
り
も
寧
ろ
貴
族
層
が
力
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
一
般
の
部
族
民
の
力
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
一
般
の
人
々
が
直
接
神
へ
祈
願
や
奉
献
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
カ
エ
サ
ル
の
記
述
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
彼
ら
（
ド
ル
イ
ド
）
は
、
神
々
に
関
す
る
こ
と
に
参
加
し
、
公
私
の
犠
牲
を
行
い
、
宗
教
を
説
明
す
る
。
」
と
あ
り
、
神
々
へ
の
生
け
蟄
や
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

献
は
ド
ル
イ
ド
を
通
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
エ
サ
ル
の
記
述
が
、
彼
自
身
の
見
聞
に
よ
る
の
か
、
ポ
セ
イ
ド
ニ
オ
ス
を
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
の
か
、
議
論
が
あ
る
。
一
方
、
現
存
す
る
奉
献
碑
文
の
う
ち
、
確
実
に
年
代
決
定
し
得
る
最
古
の
も
の
は
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
期
の
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⑳

マ
ト
ロ
ナ
エ
へ
の
奉
献
碑
文
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
世
紀
に
は
一
般
の
人
々
が
直
接
神
々
へ
祈
願
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ロ
ー
マ
が
宗
教
に
対
し
て
寛
容
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
外
が
、
ド
ル
イ
デ
ィ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
が
、
ケ

ル
ト
の
神
々
へ
の
信
仰
は
禁
止
さ
れ
ず
、
ロ
ー
マ
の
神
々
を
信
仰
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
征
服
後
、
既
に
ケ
ル
ト
社
会
に

お
い
て
地
位
の
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
ド
ル
イ
ド
は
弾
圧
も
あ
り
、
姿
を
消
し
た
。
し
か
し
、
ガ
リ
ア
は
、
表
面
上
「
ロ
ー
マ
化
」
し
た
よ
う
に

見
え
な
が
ら
も
、
信
仰
が
、
個
々
入
の
手
で
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ケ
ル
ト
の
伝
統
が
存
続
し
続
け
、
ロ
ー
マ
の
要
素
と
融
合
し
、
最

終
的
に
ガ
ロ
・
ロ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
文
化
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
序
論
に
お
い
て
「
ケ
ル
ト
」
を
巡
る
近
年
の
議
論
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
定
義
や
概
念
を
巡
る
理
論
的
考
察
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
本
稿
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
ガ
ロ
・
ロ
ー
マ
文
化
の
形
成
と
い
う
よ
う
な
、
文
化
や
社
会
の
実
態
に
関
す

る
、
内
在
的
議
論
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。
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の
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の
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よ
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。
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す
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Accepting　House　and　a　Central　Reserve　Bank　following　the　currency　reform

emerged　out　of　this　logic．

　　　　La　tra（趾ion　celtique　en　Gaule：

Ia　formation　de　la　culture　gallo－romaine

par

HIKIDA　Takayasu

　　Cet　article　r6f16chit　sur　les　caract6ristiques　de　la　soci6t6　celtique　en　Gaule，　en

pyatant　attention　ti　la　relation　entre　la　yeligion　et　｝a　soci6t6．　En　g6n6ral，　on　dit　que

la　romanisation　de　la　Gaule　s’accomplit　vers　le　premier　sibcle　de　notre　ere．　Mais

quelques　divinit6s　indigenes　6taient　ador6es　en　Gaule　rornaine．

　　Dans　la　religion　ce1tique，　le　culte　des　divinit6s　6tait　un　616ment　essentiel．　ll　y

avait　deux　groupes　de　divinlt6s　celtiques：　1’un　avait　les　noms　latins，　par　exemple，

Mercurius，　Mars，　APollo，　Matronae，　etc．，　1’autre　les　noms　celtiques，　par　exemple，

EPona，　Cer・nunnos，　etc．　Premierement，　selon　C6sar，　les　Gaulois　adoraient

Mercurius，　Mars，　APollo，　etc．　Pour　prendre　Mercur・ius　pour　exemple，　oR　trouve

une　quarantaine　d’epithbtes　de　Mercurius，　mais　la　plupart　tirent　leur　origine　de

noms　de　lieu，　par　exemple，　Mercurius　Arvernorix，　Mercurius　Magniacus

vellaunus，　etc．　Dans　6tude　d’6pithetes，　j’ai　montr6　que　les　divinit6s　de　noms　latins

n’avaient　pas　de　correspondance　avec　les　divinit6s　celtiques，　mais　les　divmit6s

tut61aires　des　tribus　6taient　ador6es　en　taRt　que　‘Mercurius’．　Je　suis　aniv6　a　la

merne　conclusion　concernant　Mars，　APollo　et　Matronae．　DeuxiememeRt，　la　d6ese

EPona　est　une　divinit6　typique．　L’analyse　de　la　d6ese　EPona　aClrnettait　que　le　culte

des　dieux　zoomoxphes　6tait　transform6　en　le　culte　des　anthropomorphes　sous

I’in£luence　m6diterran6enne．　ER　cons6quence，　la　reljgion　celtique　survivait　b

1’6poque　romaine．

　　Pourqoui　la　culture　gallo－romaine　s’est　form6e？　En　Gaule，　jusqu’au　premier

siecle　de　notre　ere，　les　druides　py6sidaient　a　la　retigion．　Le　sacrifice　aux　divinit6s

6tait　conduit　par　les　druides．　Le　peuple　commengak　de　plus　en　plus　a　d6dier

directement　les虹｝scriptions　votives　aux　div血it6s．　De　ce　falt，　les　druides　perdaient

de正eur　pouvoh7　et正e　pubHc　pr6servait　Ia　reHg圭on．La　continuation　de　la　rehgion

celtique　signifle　que　ia　tyadition　celtique　6tait　conserv6e，　parce　que　la　religion　et　la
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soci6t6　etaient　cormexes　dans　ia　soci6t6　celtique．　ll　en　r6sulte　que　la　tradition

ceitique　s’est　melang6e　et　unifi6e　avec　les　coutumes　romaines．　C’est　la　raison

pour　laqueYe　la　culture　gallo－romaine　s’est　form6e．

The　Editing　of　Hu　Guang胡広’sπα㎎％伽ガ㎎％漏路解読：

　　　　　Its　Circumstances　and　Conceptional　Framework

by

SATO　Tatsuro

　　This　article　deals　with｝王u　Guan胡広’s肋η8撚ηガ禦漢宮押詰，　one　of　the

p盤mary　written　sources　used　in　research血g　the　institutional　history　of　the　Han

Dynasty，　investigates　its　conceptual　framework　and　the　motivation　for　its

production　as　well　as　tkose　of　tluree　of　its　predecessors，　thereby　revealmg　the

potitical　and　cultural　background　and　their　transformation　in　the　Late　HaR，　aRd　also

considers　the　reasons　for　and　historical　sigBificaRce　of　the　sudden　emergence　of

similar　writings　regarding　the　bureaucracy　during　the　period　of　transition　from　end

of　the　Later　Han　Dynasty　to　the　Six　Dynasties．

　　The　article，且rst，　deals　With　the　Hanguan　pian漢門門of　Wan　Long掌理，

which　served　as　the　basis　for　the　Haguan　／’iegu，　and　points　out　that　the　Hanguan

Pian，　which　covers　the　entire　Han　bureauceacy　in　elegant　language，　offerred　Hu

Guang　sujtable　raw　materjal　for　his　worl〈．　Next，　the　article　takes　up　Liu　Zhen

劉珍’s　Hanjia　liyi漢家礼儀and　Zhang　Heng張衡’s　Zhouguan　1’ieshuo周官解説血

order　of　their　production　and　shows　the　following　points：　one，　they　attempted　to

describe　the　bureaucracy　of　the　Han　in　tight　of　the　description　of　the　bureaucyacy

in　the　Zhouli虚礼，　thereby　ideatizing　it．　Second，　through　these　works，　the

authors　sought　to　spur　the　reorganlzation　of　the　contemporary，　disorganized

political　realrn　and　to　revive　the　decaying　dynasty．　Following　in　this　tradition，　the

Hanguan　／’iegu　tends　to　describe　the　history　and　detalls　of　the　bureaucracy　of　the

Han　Dynasty　objectively　rathe！’　than　describe　it　in　teirrns　of　the　Corifucian　classics

and　ideatize　it．　This　tendency　was　a　reflection　of　E｛u　Guang’s　conservative　political

attitude　and　his　scholarky　stance　based　in　Guwen　xue古文学（the　movement　to

stildy　the　classics　written　in　the　aRcient　chayacters），　which　was　the　leadmg　trend

in　the　scholarly　circles　of　the　day．　Suclt　an　objective　description　of　the　bureaucracy
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